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しもすわ町議会だより３ 平成 31 年 4 月 12 日

　
第
８
号
補
正
予
算
で
は
、
工
場
や
商
業
施

設
の
新
増
設
に
よ
る
新
た
な
投
資
に
対
す
る

商
工
業
振
興
助
成
金
3
4
4
万
円
の
増
額
。

　
障
害
者
福
祉
費
扶
助
費
は
、
対
象
者
の
増

加
と
利
用
者
の
重
度
化
に
よ
り
2
2
0
7
万

7
千
円
の
増
額
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
高
木
橋
の
改

良
事
業
設
計
費
と
し
て
1
0
6
6
万
2
千
円

が
計
上
さ
れ
、
31
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
等
の

内
容
で
す
。

　　
第
9
号
補
正
予
算
で
は
、
国
の
30
年
度
補

正
予
算
の
内
示
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
赤
砂

崎
公
園
整
備
事
業
・
艇
庫
整
備
事
業
を
前
倒

し
し
て
補
正
す
る
と
と
も
に
、
工
期
の
関
係

か
ら
全
額
を
31
年
度
へ
繰
越
す
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
31
年
度
予
算
に
計
上
済
の
た
め
、

31
年
度
補
正
予
算
第
1
号
で
同
額
を
減
額
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
、
国
の
30

年
度
補
正
予
算
の
成
立
に
伴
い
、
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
よ
る
、
低
所
得
者
・

子
育
て
世
帯
へ
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を

10
月
に
販
売
す
る
も
の
で
、
そ
の
準
備
経
費

を
補
正
計
上
し
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
事
業
執

行
に
繋
げ
る
た
め
31
年
度
に
繰
越
し
ま
す
。

架け替えが計画されている高木橋

★赤砂崎公園整備事業、
　　艇庫整備事業に国庫補助
　★総合運動場周辺リニューアル
　★消費税増税に伴う条例などの改正

★赤砂崎公園整備事業、
　　艇庫整備事業に国庫補助
　★総合運動場周辺リニューアル
　★消費税増税に伴う条例などの改正

　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
で

は
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、
収

入
で
3
9
0
0
万
6
千
円
を
減
額
、
支
出
で

4
9
8
万
円
を
減
額
。
主
な
内
容
は
、
事
業

費
の
確
定
に
伴
う
減
額
や
水
道
管
移
設
工
事

に
お
け
る
、
県
か
ら
の
移
設
補
償
費
等
で
す
。

質
疑
で
は
、
当
初
6
件
の
工
事
予
定
が
、
技

術
的
課
題
な
ど
に
よ
り
2
件
先
送
り
に
な
っ

た
こ
と
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

で
は
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、

収
入
で
6
0
7
0
万
円
を
減
額
、
支
出
で
は
、

6
5
1
4
万
8
千
円
を
減
額
。
い
ず
れ
も
事

業
費
の
確
定
に
伴
う
も
の
で
す
。
質
疑
の
中

で
、
入
札
に
よ
る
確
定
差
額
、
国
の
補
助
金

が
当
初
よ
り
交
付
率
が
低
か
っ
た
等
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
両
会
計
補
正
予
算
と
も
挙
手

全
員
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
確
定
に
伴
う
減
額
補
正

　水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
関
連
す
る

6
つ
の
条
例
の
税
率
な
ど
を
改
定
す
る
も
の

で
す
。
公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
31
年
度
に
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
値
上
げ
せ
ず

施
設
の
使
用
状
況
等
の
実
態
を
見
な
が
ら
、

1
年
か
け
て
検
討
。

　
消
費
税
増
税
に
反
対
な
の
で
、
条
例
改
正

に
も
反
対
と
の
討
論
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
の

成
立
を
踏
ま
え
て
、
職
員
の
超
過
勤
務
命
令

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
上
限
を
、
原
則
1
ケ

月
に
つ
い
て
45
時
間
、
か
つ
1
年
に
つ
い
て

3
6
0
時
間
等
と
す
る
も
の
で
す
。

　
質
疑
で
は
、
年
休
取
得
は
一
人
当
た
り
の

平
均
で
30
年
度
は
6.9
日
。
挙
手
全
員
で
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
追
加
議
案
の
一
つ
は
、
林
道
の
維
持
管
理

の
作
業
に
当
た
っ
て
い
た
作
業
員
の
転
落
事

故
の
賠
償
に
つ
い
て
、
町
の
過
失
割
合
1
0

0
％
の
内
容
で
示
談
の
内
諾
を
頂
き
、
後
遺

障
害
慰
謝
料
等
と
し
て
約
3
8
2
万
円
で
、

全
額
を
全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
の

適
用
を
受
け
賠
償
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

消
費
税
増
税
に
伴
う
使
用
料
な
ど

条
例
の
改
正

作
業
事
故
の
賠
償
示
談

職
員
の
時
間
外
労
働
上
限
の
条
例
改
正

活
発
な
設
備
投
資
に
助
成
金

大
型
事
業
に
国
の
補
正
内
示

消
費
税
増
税
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

議
案
審
査

　
今
議
会
で
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
第
７

号
、
第
8
号
、
第
9
号
が
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

　
第
7
号
補
正
予
算
で
は
、
小
中
4
校
へ
の

冷
房
設
備
設
置
工
事
の
早
期
着
工
に
向
け
補

正
。
平
成
30
年
度
国
の
補
正
予
算
の
成
立
に

伴
う
も
の
で
31
年
度
に
繰
越
さ
れ
ま
す
。
財

源
は
国
庫
補
助
金
6
4
1
7
万
3
千
円
、
公

共
施
設
整
備
基
金
か
ら
の
繰
入
金
1
億
4
7

6
0
万
5
千
円
と
地
方
債
（
借
入
金
）
1
億

2
8
1
0
万
円
。

改築された
スポーツコミュニティセンター

★小中学校　冷暖房工事始まる
　★製造業　設備投資活況で補助金増額
　　★後期高齢者医療保険納付金　増額

★小中学校　冷暖房工事始まる
　★製造業　設備投資活況で補助金増額
　　★後期高齢者医療保険納付金　増額

　3
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
30
議

案
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

条
例
の
改
正
な
ど

小
中
学
校
冷
暖
房
設
置

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
1
5

1
3
万
7
千
円
の
増
額
補
正
は
、
被
保
険
者

数
の
増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

　
質
疑
に
お
い
て
、
被
保
険
者
数
は
当
初
予

算
比
50
人
増
の
4
3
1
3
人
。
平
成
29
年
度

の
医
療
費
は
1
人
約
88
万
円
で
県
内
で
は
11

位
。
県
平
均
は
約
82
万
7
千
円
で
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
平
成
31
年
度
の
保
険
料
は
1

人
約
7
万
6
0
0
円
を
想
定
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
や
む
を
得
な
い
状
況
だ
が
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
進
め
て
医
療
費
軽

減
に
努
め
て
欲
し
い
、
と
の
賛
成
意
見
が
出

さ
れ
、
挙
手
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
費
寄
附
金
の
4
万
円
と
、
「
ハ
イ
ム

天
白
」
の
整
備
充
実
の
た
め
に
ふ
る
さ
と
ま

ち
づ
く
り
寄
附
金
と
し
て
賜
っ
た
6
万
円
、

合
わ
せ
て
10
万
円
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

福
祉
施
設
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
で

す
。

　
総
合
運
動
場
管
理
施
設
改
築
工
事
が
完
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
設
置
条
例
及
び
同
使
用

料
徴
収
条
例
を
一
本
化
す
る
整
備
。
陸
上
競

技
場
に
シ
ー
ズ
ン
使
用
料
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
旧
管
理
棟
）
利
用
料
が
新
た
に
設
定
さ

れ
、
有
料
と
な
り
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
以
前
は
合
宿
の
町
と
し
て
1

万
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
2
千

人
を
割
る
状
況
。
町
民
利
用
と
合
宿
利
用
の

間
で
調
整
が
必
要
で
す
。

　
討
論
で
は
、
公
共
施
設
と
し
て
有
効
に
活

用
し
、
料
金
設
定
や
減
免
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
し
て
欲
し
い
、
と
の
意
見
が
あ
り
、
挙

手
全
員
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
査
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平成30年度補正予算
補正額（歳入・歳出）
繰越明許費補正
地方債補正
補正額（歳入・歳出）
繰越明許費補正
地方債補正
補正額（歳入・歳出）
繰越明許費補正
地方債補正

第７号

第８号

第９号

339,878
339,878
128,100
46,290
10,662

315,926
312,101
153,600

小中学校冷暖房設備

高木橋改良工事
ものづくり支援センター補助
　　　　　　　及び交付金等
プレミアム商品券準備
国のH30補正予算赤砂崎公園整備
事業及び艇庫整備費交付金の内示

千円 概　　要

平成31年度補正予算
補正額（歳入・歳出）
繰越明許費補正
地方債補正

第１号 △ 310,489
△ 153,600
△ 153,600

平成30年度第9号補正予算との
重複計上ための減額

千円 概　　要

　第9号補正総額3億1,592万 6千円のうち、赤砂崎公園整備事業と艇庫整備事業の2事
業の補正額合計3億1,048万 9千円については、平成31年度当初予算にも重複計上されて
いることから、平成31年度一般会計補正予算（第１号）にて同額の減額補正を行う。

か
さ
む
医
療
費

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
補
正
予
算

寄
附
金
賜
る

　特
養
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計
補
正
予
算

総
合
運
動
場
設
置
条
例
の
改
正
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第
８
号
補
正
予
算
で
は
、
工
場
や
商
業
施

設
の
新
増
設
に
よ
る
新
た
な
投
資
に
対
す
る

商
工
業
振
興
助
成
金
3
4
4
万
円
の
増
額
。

　
障
害
者
福
祉
費
扶
助
費
は
、
対
象
者
の
増

加
と
利
用
者
の
重
度
化
に
よ
り
2
2
0
7
万

7
千
円
の
増
額
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
高
木
橋
の
改

良
事
業
設
計
費
と
し
て
1
0
6
6
万
2
千
円

が
計
上
さ
れ
、
31
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
等
の

内
容
で
す
。

　　
第
9
号
補
正
予
算
で
は
、
国
の
30
年
度
補

正
予
算
の
内
示
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
赤
砂

崎
公
園
整
備
事
業
・
艇
庫
整
備
事
業
を
前
倒

し
し
て
補
正
す
る
と
と
も
に
、
工
期
の
関
係

か
ら
全
額
を
31
年
度
へ
繰
越
す
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
31
年
度
予
算
に
計
上
済
の
た
め
、

31
年
度
補
正
予
算
第
1
号
で
同
額
を
減
額
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
、
国
の
30

年
度
補
正
予
算
の
成
立
に
伴
い
、
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
よ
る
、
低
所
得
者
・

子
育
て
世
帯
へ
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を

10
月
に
販
売
す
る
も
の
で
、
そ
の
準
備
経
費

を
補
正
計
上
し
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
事
業
執

行
に
繋
げ
る
た
め
31
年
度
に
繰
越
し
ま
す
。

架け替えが計画されている高木橋

★赤砂崎公園整備事業、
　　艇庫整備事業に国庫補助
　★総合運動場周辺リニューアル
　★消費税増税に伴う条例などの改正

★赤砂崎公園整備事業、
　　艇庫整備事業に国庫補助
　★総合運動場周辺リニューアル
　★消費税増税に伴う条例などの改正

　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
で

は
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、
収

入
で
3
9
0
0
万
6
千
円
を
減
額
、
支
出
で

4
9
8
万
円
を
減
額
。
主
な
内
容
は
、
事
業

費
の
確
定
に
伴
う
減
額
や
水
道
管
移
設
工
事

に
お
け
る
、
県
か
ら
の
移
設
補
償
費
等
で
す
。

質
疑
で
は
、
当
初
6
件
の
工
事
予
定
が
、
技

術
的
課
題
な
ど
に
よ
り
2
件
先
送
り
に
な
っ

た
こ
と
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

で
は
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、

収
入
で
6
0
7
0
万
円
を
減
額
、
支
出
で
は
、

6
5
1
4
万
8
千
円
を
減
額
。
い
ず
れ
も
事

業
費
の
確
定
に
伴
う
も
の
で
す
。
質
疑
の
中

で
、
入
札
に
よ
る
確
定
差
額
、
国
の
補
助
金

が
当
初
よ
り
交
付
率
が
低
か
っ
た
等
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
両
会
計
補
正
予
算
と
も
挙
手

全
員
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
確
定
に
伴
う
減
額
補
正

　水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
関
連
す
る

6
つ
の
条
例
の
税
率
な
ど
を
改
定
す
る
も
の

で
す
。
公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
31
年
度
に
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
値
上
げ
せ
ず

施
設
の
使
用
状
況
等
の
実
態
を
見
な
が
ら
、

1
年
か
け
て
検
討
。

　
消
費
税
増
税
に
反
対
な
の
で
、
条
例
改
正

に
も
反
対
と
の
討
論
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
の

成
立
を
踏
ま
え
て
、
職
員
の
超
過
勤
務
命
令

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
上
限
を
、
原
則
1
ケ

月
に
つ
い
て
45
時
間
、
か
つ
1
年
に
つ
い
て

3
6
0
時
間
等
と
す
る
も
の
で
す
。

　
質
疑
で
は
、
年
休
取
得
は
一
人
当
た
り
の

平
均
で
30
年
度
は
6.9
日
。
挙
手
全
員
で
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
追
加
議
案
の
一
つ
は
、
林
道
の
維
持
管
理

の
作
業
に
当
た
っ
て
い
た
作
業
員
の
転
落
事

故
の
賠
償
に
つ
い
て
、
町
の
過
失
割
合
1
0

0
％
の
内
容
で
示
談
の
内
諾
を
頂
き
、
後
遺

障
害
慰
謝
料
等
と
し
て
約
3
8
2
万
円
で
、

全
額
を
全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
の

適
用
を
受
け
賠
償
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

消
費
税
増
税
に
伴
う
使
用
料
な
ど

条
例
の
改
正

作
業
事
故
の
賠
償
示
談

職
員
の
時
間
外
労
働
上
限
の
条
例
改
正

活
発
な
設
備
投
資
に
助
成
金

大
型
事
業
に
国
の
補
正
内
示

消
費
税
増
税
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

議
案
審
査

　
今
議
会
で
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
第
７

号
、
第
8
号
、
第
9
号
が
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

　
第
7
号
補
正
予
算
で
は
、
小
中
4
校
へ
の

冷
房
設
備
設
置
工
事
の
早
期
着
工
に
向
け
補

正
。
平
成
30
年
度
国
の
補
正
予
算
の
成
立
に

伴
う
も
の
で
31
年
度
に
繰
越
さ
れ
ま
す
。
財

源
は
国
庫
補
助
金
6
4
1
7
万
3
千
円
、
公

共
施
設
整
備
基
金
か
ら
の
繰
入
金
1
億
4
7

6
0
万
5
千
円
と
地
方
債
（
借
入
金
）
1
億

2
8
1
0
万
円
。

改築された
スポーツコミュニティセンター

★小中学校　冷暖房工事始まる
　★製造業　設備投資活況で補助金増額
　　★後期高齢者医療保険納付金　増額

★小中学校　冷暖房工事始まる
　★製造業　設備投資活況で補助金増額
　　★後期高齢者医療保険納付金　増額

　3
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
30
議

案
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

条
例
の
改
正
な
ど

小
中
学
校
冷
暖
房
設
置

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
1
5

1
3
万
7
千
円
の
増
額
補
正
は
、
被
保
険
者

数
の
増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

　
質
疑
に
お
い
て
、
被
保
険
者
数
は
当
初
予

算
比
50
人
増
の
4
3
1
3
人
。
平
成
29
年
度

の
医
療
費
は
1
人
約
88
万
円
で
県
内
で
は
11

位
。
県
平
均
は
約
82
万
7
千
円
で
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
平
成
31
年
度
の
保
険
料
は
1

人
約
7
万
6
0
0
円
を
想
定
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
や
む
を
得
な
い
状
況
だ
が
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
進
め
て
医
療
費
軽

減
に
努
め
て
欲
し
い
、
と
の
賛
成
意
見
が
出

さ
れ
、
挙
手
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
費
寄
附
金
の
4
万
円
と
、
「
ハ
イ
ム

天
白
」
の
整
備
充
実
の
た
め
に
ふ
る
さ
と
ま

ち
づ
く
り
寄
附
金
と
し
て
賜
っ
た
6
万
円
、

合
わ
せ
て
10
万
円
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

福
祉
施
設
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
で

す
。

　
総
合
運
動
場
管
理
施
設
改
築
工
事
が
完
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
設
置
条
例
及
び
同
使
用

料
徴
収
条
例
を
一
本
化
す
る
整
備
。
陸
上
競

技
場
に
シ
ー
ズ
ン
使
用
料
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
旧
管
理
棟
）
利
用
料
が
新
た
に
設
定
さ

れ
、
有
料
と
な
り
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
以
前
は
合
宿
の
町
と
し
て
1

万
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
2
千

人
を
割
る
状
況
。
町
民
利
用
と
合
宿
利
用
の

間
で
調
整
が
必
要
で
す
。

　
討
論
で
は
、
公
共
施
設
と
し
て
有
効
に
活

用
し
、
料
金
設
定
や
減
免
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
し
て
欲
し
い
、
と
の
意
見
が
あ
り
、
挙

手
全
員
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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平成30年度補正予算
補正額（歳入・歳出）
繰越明許費補正
地方債補正
補正額（歳入・歳出）
繰越明許費補正
地方債補正
補正額（歳入・歳出）
繰越明許費補正
地方債補正

第７号

第８号

第９号

339,878
339,878
128,100
46,290
10,662

315,926
312,101
153,600

小中学校冷暖房設備

高木橋改良工事
ものづくり支援センター補助
　　　　　　　及び交付金等
プレミアム商品券準備
国のH30補正予算赤砂崎公園整備
事業及び艇庫整備費交付金の内示

千円 概　　要

平成31年度補正予算
補正額（歳入・歳出）
繰越明許費補正
地方債補正

第１号 △ 310,489
△ 153,600
△ 153,600

平成30年度第9号補正予算との
重複計上ための減額

千円 概　　要

　第9号補正総額3億1,592万 6千円のうち、赤砂崎公園整備事業と艇庫整備事業の2事
業の補正額合計3億1,048万 9千円については、平成31年度当初予算にも重複計上されて
いることから、平成31年度一般会計補正予算（第１号）にて同額の減額補正を行う。

か
さ
む
医
療
費

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
補
正
予
算

寄
附
金
賜
る

　特
養
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計
補
正
予
算

総
合
運
動
場
設
置
条
例
の
改
正



排ガス規制で都内に乗り入れられなかった
旧中型バスを、新規車両へ更新。
29年ぶりに新しくなる。

中型バス車両　2691万円中型バス車両　2691万円

総額85億円、新規事業 ５７件に　８．４億円総額85億円、新規事業 ５７件に　８．４億円総額85億円、新規事業 ５７件に　８．４億円
議
案
審
査

議
案
審
査
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平成 31 年 4 月 12 日平成 31 年 4 月 12 日5

水
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大

水
上
防
災
拠
点
施
設
・

　新
艇
庫
整
備
事
業
が
最
大

一般会計・特別会計予算の審査概況
　全会一致で可決した会計予算
　　国民健康保険　　駐車場事業　　交通災害共済事業
　　特別養護老人ホーム事業　　東山田財産区の各会計予算
　賛成多数で可決した会計予算
　　一般会計　後期高齢者医療　温泉事業　水道事業　下水道事業の各会計予算
　
反対意見
　一般会計　・水上防災拠点事業は、緊急時の湖上輸送の必要性・有効性があるのか理解できない。
　　　　　　・今回の移設による艇庫の場所で交通安全対策が十分なのかも疑問
　　　　　　・町債（借入金）が前年度比16%増、10.7億円という多さに不安
　後期高齢者医療　　　　　・保険料軽減特例の廃止による負担増が心配、低所得者を支えるべき
　温泉・水道・下水道事業　・消費税率UPに反対のため反対

平成31年度平成31年度
一般会計
予算
一般会計
予算

赤砂崎右岸用地の取得と右岸広場の遊具
　整備などでH31年度にほぼ

完成となる。

消防ポンプ自動車購入事業
　　　　　　　　　2351万円

赤砂崎公園整備事業　1億6394万円赤砂崎公園整備事業　1億6394万円

八島高原公衆トイレ改修工事　　7600万円
四ツ角駐車場トイレ等改築工事　5602万円
八島高原公衆トイレ改修工事　　7600万円
四ツ角駐車場トイレ等改築工事　5602万円

25年経過した第７分団の消防ポンプ自動車を更新。
H30年度に第２分団に納入した車と同じ規格。

行政無線デジタル化に伴う屋外拡声局などの
更新。写真はH30年度に完成した施設で、

H31年度は26局が更新される。

防災行政無線設備更新事業
　　　　　　　1億1729万円
防災行政無線設備更新事業
　　　　　　　1億1729万円

小中学校への整備に続き、保育園、
学童クラブ、老人福祉センター、

ぽけっとにも設置。

各施設へのエアコン整備事業　
　　　　　　　　　4265万円
各施設へのエアコン整備事業　
　　　　　　　　　4265万円

水上防災拠点施設・
　　新艇庫整備事業　4億2487万円
水上防災拠点施設・
　　新艇庫整備事業　4億2487万円

災害時には水上輸送路、　　　　　　
　　　　　平時には住民の憩いの場に。
内工事費は水上防災拠点 1億7270万円、
新艇庫整備 2億3958万円

老朽化した八島湿原のトイレ改修を、洋式化と
合わせ実施。又、四ツ角駐車場はトイレ改修

の他にポケットパーク等
周辺整備も行う。
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しもすわ町議会だより７ 平成 31 年 4 月 12 日

・核兵器廃絶は、世界的な流れ。その流れに背を
　向けてはならない。
・唯一の被爆国として、日本は率先して条約を批
　准すべき。
・国が決めることであっても、地方議会において
　様々な議論をすべき。

　議会だよりモニターを12名の方にお願いし、２
回分のアンケートをいただきましたのでまとめて
報告します。モニターは女性6名、男性6名。年齢
は、30代２名、40代１名、50代１名、60代６名、
70代２名です。
１．以前は議会だよりを読んでいたか（初回のみ）
　　毎回読んでいた　　　　　　　 5人
　　ときどき読んでいた　　　　　 3人
　　あまり読まなかった　　　　　 3人
　　読まなかった　　　　　　　　 1人
２．興味を持って読んだ記事は
　　一般質問　　　　　　　　　　17人
　　議長のつぶやき　　　　　　　16人
　　好きです　しもすわ　　　　　12人
　　一目でわかる議決結果　　　　11人
　　常任委員会の審査内容報告　　 8人
３．つまらなかった記事は
　　一目でわかる議決結果　　　　 5人
　　　議案内容が分かりにくい。同意・
　　　承認・可決の違いがわからない

　　委員会視察報告　　　　　　　　 4人
　　　専門用語（ICT化・ペーパーレス議会など）
　　　が多くわかりにくい。
　　常任委員会の審査内容報告　　　 3人
　　　防災・減災の具体的内容がなく、ふるさと
　　　納税では金額が記されていない
　　採決結果一覧表　　　　　　　　 2人
４．読んで思ったことは　
　　文字が多すぎる　　　　　　　　10人
　　写真・イラストが少ない　　　　 5人
　　専門的な用語が多くわからない　 4人 　　
　　ページ数が多い・少ないは双方あり
５．掲載した方がよいと思う記事は
　・議案などを否決した場合、反対理由や意見を
　　聞いてみたい
６．議会の広報活動に対する意見・要望は
　・若い世代を取り上げているのはうれしい
　・良い広報誌にしようという努力が見える
　・モニター制度は良いので、多くの人が参加す
　　ると良い

陳情・意見書案に「賛成」

モニターアンケート結果

　「核兵器廃絶には賛同するが、人道主義だけで
は足りない」「国防に関わる陳情・意見書を地方
議会で審議することは、なじまない」等の主旨で
退席者あり。

陳
情
・
意
見
書

モ
ニ
タ
ー
結
果

　2017年７月７日国連において採択された「核兵
器禁止条約」は、核兵器の開発、製造、保有、使
用などを内容で、現在までに70ヶ国が署名・調印、
22ヶ国が批准をしています。
　昨年の国連総会では、条約への早期の署名・調
印と批准を呼びかける決議が採択され、禁止条約

意見書案第３号 陳情第５号の採択を受けて議員提案

発効を求める国際社会の多数意思が改めて示され
ましたが、日本政府は決議案に反対しています。
唯一の戦争被爆国である日本は、核兵器のない世
界を望む国内外の広範な世論に応えるべきではな
いでしょうか。「核兵器禁止条約」への署名・調印
と批准を、国に求める内容です。

核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書　国へ　　　採択

「核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書」の採択を求める陳情　　　採択
陳情第５号 陳情者　諏訪地区労働組合連合会

＊＊＊ご協力ありがとうございました。＊＊＊

しもすわ町議会だより ６平成 31 年 4 月 12 日

陳 情 ・ 意 見 書 の 審 査 結 果

　暮らしや地域経済が深刻な状況の中、消費税が
10％に引き上げられれば、住民の暮らし、地域経
済、地方自治体に深刻な打撃を与えることが懸念

陳情第３号 陳情者　諏訪地区労働組合連合会

されることから、今年10月の消費税率10％への引
き上げの中止を、国に求める意見書の提出を求め
る内容です。

「消費税増税中止を求める意見書」の採択を求める陳情　　　　　不採択

　全国知事会は、沖縄県からの提起により平成28
年11月に「米軍基地負担に関する研究会」を設置、
その調査結果を基にして、平成30年７月に「米軍
基地負担に関する提言」を国に提出しています。
それは、日米安全保障体制は重要としつつ、日本
における米軍基地の存在が、周辺住民の安全安心
を脅かし基地所在自治体に過大な負担を強いてい

意見書案第２号 陳情第４号の採択を受け総務経済常任委員会より提案

る点や、基地周辺以外においても艦載機やヘリコ
プターの飛行訓練等に伴う騒音被害や事故に対す
る住民不安があることを指摘。日米地位協定の見
直しや、米軍機による飛行訓練のルートや訓練実
施の時期・内容を事前に関係自治体へ説明・通告
すること等です。その提言の早期実現を、国に求
める内容です。

米軍基地負担に関する意見書　　　国へ　　　　　　　　　　 全会一致で可決

　３月に行われたＪＲ東日本のダイヤ改正は、下
諏訪町における特急あずさの停車本数が大幅に削
減され、上下それぞれ４本が停車するだけになり
ました。沿線住民の利便性の低下、観光・商工業
への深刻な影響が、懸念されます。下諏訪駅への
停車本数の復活や、複線化や線形改良による高速
化等の要望実現のためには、沿線自治体、地域住

意見書案第４号 総務経済常任委員会より提案

民、鉄道事業者の連携とともに国の積極的な関与
も必要です。
　この意見書は、国会及び政府に対し、地域社会
を支える鉄道を最大限に活用し、地方の活性化を
図るため、鉄道施設の整備など対する支援・利便
性向上のための助言や指導を、鉄道事業主に対し
て行うことを強く求める内容です。

特急「あずさ」をはじめとする在来線の利便性向上に向け着実な取組みの推進を求める意見書　国へ　　　可決　

今年10月の消費税増税中止を求める意見書　　　国へ　　　　　否決
意見書案第１号 議員提案

「米軍基地負担に関する意見書」の採択を求める陳情　　　　　全会一致で採択
陳情第４号 陳情者　諏訪地区労働組合連合会

・消費税引き上げに反対する声、不安の声は多く、
　様々な世論調査でも反対が賛成を上回っている
　のが現状。こうした声に応え、10月からの消費
　税10％への引き上げの中止を政府に求めるべき。
・財源の不足を低所得者に負担の重い消費税に求
　めるのではなく、税金の集め方、使い方を見直
　すことが必要。

陳情・意見書案に「賛成」
・社会保障の財源の確保のため、安定した税収を
　消費税に求めるのは、妥当。
・10％への引き上げと同時に、軽減税率も導入さ
　れるし、低所得者や子育て世代への支援も予定
　される等、充分配慮されている。
・家計にとって厳しいことだが、将来のことを考
　えれば、引き上げやむなし。

陳情・意見書案に「反対」

陳
情
・
意
見
書



しもすわ町議会だより７ 平成 31 年 4 月 12 日

・核兵器廃絶は、世界的な流れ。その流れに背を
　向けてはならない。
・唯一の被爆国として、日本は率先して条約を批
　准すべき。
・国が決めることであっても、地方議会において
　様々な議論をすべき。

　議会だよりモニターを12名の方にお願いし、２
回分のアンケートをいただきましたのでまとめて
報告します。モニターは女性6名、男性6名。年齢
は、30代２名、40代１名、50代１名、60代６名、
70代２名です。
１．以前は議会だよりを読んでいたか（初回のみ）
　　毎回読んでいた　　　　　　　 5人
　　ときどき読んでいた　　　　　 3人
　　あまり読まなかった　　　　　 3人
　　読まなかった　　　　　　　　 1人
２．興味を持って読んだ記事は
　　一般質問　　　　　　　　　　17人
　　議長のつぶやき　　　　　　　16人
　　好きです　しもすわ　　　　　12人
　　一目でわかる議決結果　　　　11人
　　常任委員会の審査内容報告　　 8人
３．つまらなかった記事は
　　一目でわかる議決結果　　　　 5人
　　　議案内容が分かりにくい。同意・
　　　承認・可決の違いがわからない

　　委員会視察報告　　　　　　　　 4人
　　　専門用語（ICT化・ペーパーレス議会など）
　　　が多くわかりにくい。
　　常任委員会の審査内容報告　　　 3人
　　　防災・減災の具体的内容がなく、ふるさと
　　　納税では金額が記されていない
　　採決結果一覧表　　　　　　　　 2人
４．読んで思ったことは　
　　文字が多すぎる　　　　　　　　10人
　　写真・イラストが少ない　　　　 5人
　　専門的な用語が多くわからない　 4人 　　
　　ページ数が多い・少ないは双方あり
５．掲載した方がよいと思う記事は
　・議案などを否決した場合、反対理由や意見を
　　聞いてみたい
６．議会の広報活動に対する意見・要望は
　・若い世代を取り上げているのはうれしい
　・良い広報誌にしようという努力が見える
　・モニター制度は良いので、多くの人が参加す
　　ると良い

陳情・意見書案に「賛成」

モニターアンケート結果

　「核兵器廃絶には賛同するが、人道主義だけで
は足りない」「国防に関わる陳情・意見書を地方
議会で審議することは、なじまない」等の主旨で
退席者あり。
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モ
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タ
ー
結
果

　2017年７月７日国連において採択された「核兵
器禁止条約」は、核兵器の開発、製造、保有、使
用などを内容で、現在までに70ヶ国が署名・調印、
22ヶ国が批准をしています。
　昨年の国連総会では、条約への早期の署名・調
印と批准を呼びかける決議が採択され、禁止条約

意見書案第３号 陳情第５号の採択を受けて議員提案

発効を求める国際社会の多数意思が改めて示され
ましたが、日本政府は決議案に反対しています。
唯一の戦争被爆国である日本は、核兵器のない世
界を望む国内外の広範な世論に応えるべきではな
いでしょうか。「核兵器禁止条約」への署名・調印
と批准を、国に求める内容です。

核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書　国へ　　　採択

「核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書」の採択を求める陳情　　　採択
陳情第５号 陳情者　諏訪地区労働組合連合会

＊＊＊ご協力ありがとうございました。＊＊＊

しもすわ町議会だより ６平成 31 年 4 月 12 日

陳 情 ・ 意 見 書 の 審 査 結 果

　暮らしや地域経済が深刻な状況の中、消費税が
10％に引き上げられれば、住民の暮らし、地域経
済、地方自治体に深刻な打撃を与えることが懸念

陳情第３号 陳情者　諏訪地区労働組合連合会

されることから、今年10月の消費税率10％への引
き上げの中止を、国に求める意見書の提出を求め
る内容です。

「消費税増税中止を求める意見書」の採択を求める陳情　　　　　不採択

　全国知事会は、沖縄県からの提起により平成28
年11月に「米軍基地負担に関する研究会」を設置、
その調査結果を基にして、平成30年７月に「米軍
基地負担に関する提言」を国に提出しています。
それは、日米安全保障体制は重要としつつ、日本
における米軍基地の存在が、周辺住民の安全安心
を脅かし基地所在自治体に過大な負担を強いてい

意見書案第２号 陳情第４号の採択を受け総務経済常任委員会より提案

る点や、基地周辺以外においても艦載機やヘリコ
プターの飛行訓練等に伴う騒音被害や事故に対す
る住民不安があることを指摘。日米地位協定の見
直しや、米軍機による飛行訓練のルートや訓練実
施の時期・内容を事前に関係自治体へ説明・通告
すること等です。その提言の早期実現を、国に求
める内容です。

米軍基地負担に関する意見書　　　国へ　　　　　　　　　　 全会一致で可決

　３月に行われたＪＲ東日本のダイヤ改正は、下
諏訪町における特急あずさの停車本数が大幅に削
減され、上下それぞれ４本が停車するだけになり
ました。沿線住民の利便性の低下、観光・商工業
への深刻な影響が、懸念されます。下諏訪駅への
停車本数の復活や、複線化や線形改良による高速
化等の要望実現のためには、沿線自治体、地域住

意見書案第４号 総務経済常任委員会より提案

民、鉄道事業者の連携とともに国の積極的な関与
も必要です。
　この意見書は、国会及び政府に対し、地域社会
を支える鉄道を最大限に活用し、地方の活性化を
図るため、鉄道施設の整備など対する支援・利便
性向上のための助言や指導を、鉄道事業主に対し
て行うことを強く求める内容です。

特急「あずさ」をはじめとする在来線の利便性向上に向け着実な取組みの推進を求める意見書　国へ　　　可決　

今年10月の消費税増税中止を求める意見書　　　国へ　　　　　否決
意見書案第１号 議員提案

「米軍基地負担に関する意見書」の採択を求める陳情　　　　　全会一致で採択
陳情第４号 陳情者　諏訪地区労働組合連合会

・消費税引き上げに反対する声、不安の声は多く、
　様々な世論調査でも反対が賛成を上回っている
　のが現状。こうした声に応え、10月からの消費
　税10％への引き上げの中止を政府に求めるべき。
・財源の不足を低所得者に負担の重い消費税に求
　めるのではなく、税金の集め方、使い方を見直
　すことが必要。

陳情・意見書案に「賛成」
・社会保障の財源の確保のため、安定した税収を
　消費税に求めるのは、妥当。
・10％への引き上げと同時に、軽減税率も導入さ
　れるし、低所得者や子育て世代への支援も予定
　される等、充分配慮されている。
・家計にとって厳しいことだが、将来のことを考
　えれば、引き上げやむなし。

陳情・意見書案に「反対」
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デメリットも考えて
　　　　　　対応する

小中学校への
　スマホ持込禁止見直しは

藤森スマエ藤森スマエ

　３月の定例会の一般質問は、11人が行いま
した。質問時間は答弁を含めて一人60分以内
です。

一 般 質 問一 般 質 問

９Ｐ　　　藤森スマエ　

10Ｐ　　　河西　　猛

　　　　　宮坂　　徹

11Ｐ　　　中村　奎司

　　　　　小池　忠弘

12Ｐ　　　中村　光良

　　　　　森　　安夫

13Ｐ　　　金井　敬子

　　　　　岩村　清司

14Ｐ　　　青木　利子

　　　　　田嶋　　彰

「小中学校へのスマホ持込禁止見直しは」

「学校・老福センターのエアコン設置は」

「下諏訪版ＤＭＯの方向性をどう考えるか」

「学校の防犯カメラ設置はどこに、何台か」

「町税減、起債増で財政状況は大丈夫か」

「秋宮スケートリンク施設整備を考えて」

「先端設備等導入計画の認定状況、成果は」

「避難所運営キットの備えを」

「国道20号バイパスの進捗状況は」

「職員研修を行政サービスにどう活かすか」

「町内に就労する人材確保の取組みは」

一
般
質
問

しもすわ町議会だより9 平成 31 年 4 月 12 日
しもすわ町議会だより 8平成 31 年 4 月 12 日

３月定例会  議 案 等 賛 否 一 覧

第４号
第18号（一般会計予算）
第21号（後期高齢者医療）
第23号（温　泉　事　業）
第26号（水　道　事　業）
第27号（下 水 道 事 業）

陳情第３号
陳情第５号
意見書案第１号
意見書案第３号

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
不採択
採　択
否　決
可　決

×
×
×
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
×
○
×
○

○
○
○
○
○
○
×
△
×
△

○
○
○
○
○
○
×
○
×
○

×
×
×
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
×
△
×
△

○
○
○
○
○
○
×
△
×
△

○
○
○
○
○
○
×
○
×
○

×
×
×
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

議案番号等

可決・採択に対する賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「△」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

議員名（議席順）

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています

議決等結果
宮
坂

　徹

藤
森
ス
マ
エ

河
西

　猛

中
村
光
良

金
井
敬
子

田
嶋

　彰

中
村
奎
司

青
木
利
子

森

　安
夫

小
池
忠
弘

岩
村
清
司

林

　元
夫

同意（全員）
可決（全員）
可決（多数）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（多数）
可決（全員）

可決（全員）

議決結果

一 目 で わ か る 議 決 結 果　３月定例会

※主な議案の審査内容は、２～５ページをご覧ください。 議
決
結
果

賛
否
一
覧

議案番号
１～２
３
４
５

６

7～９

10

11

12
13

14～17

18～27

28

29～30

議決結果議案名と内容（議案名は一部省略してあります）
固定資産評価審査委員会委員の選任・人権擁護委員候補者の推薦
平成30年度一般会計補正予算（第７号）…２～３ページをご覧ください。
消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例…３ページをご覧ください。
職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正…３ページをご覧ください。
資金積立基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正…「公共施設整備基金」の充当できる範
囲を拡大し、大型車両の購入にも使えるようにするための改正を行う。
◆廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
◆水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準を定める条例の一部改正
◆放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
以上すべて、平成31年度から新設される専門職大学の修了者に対する資格区分変更のための改正を行う。
観光振興条例の一部改正…町が推進する街なみ環境整備事業との整合を図るための改正を行う。
こども未来基金条例の一部改正…こども未来基金を新たに給付型奨学金制度に充てることができる
ようにするための改正を行う。
総合運動場設置条例の一部改正…２ページをご覧ください。
平成30年度一般会計補正予算（第８号）…２～３ページをご覧ください。
平成30年度【後期高齢者医療特別会計・特別養護老人ホーム事業特別会計・水道事業会計・下水道
事業会計】補正予算…２～３ページをご覧ください。
平成31年度一般会計予算～平成31年度下水道事業会計予算…４～５ページをご覧ください。
※うち、一般会計、後期高齢者医療特別会計、温泉事業特別会計、水道事業会計、下水道事業会計
損害賠償の額を定めること…３ページをご覧ください。
平成30年度一般会計補正予算（第９号）・平成31年度一般会計補正予算（第１号）…２～３ページをご
覧ください。

陳情審査結果
陳情番号
３
４
５

議決結果陳　情　名
「消費税増税中止を求める意見書」の採択を求める陳情
「米軍基地負担に関する意見書」の採択を求める陳情
「核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書」の採択を求める陳情

不採択（少数）
採択（全員）
採択（全員）

意見書案議決結果

※陳情・意見書案の審査内容は、６～７ページをご覧ください。

番　　号
１
２
３
４

議決結果意　見　書　案　名
今年10月の消費税増税中止を求める意見書
米軍基地負担に関する意見書
核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書
特急「あずさ」をはじめとする在来線の利便性向上に向け着実な取組みの推進を求める意見書

否決（少数）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）



Q
　
小
中
学
生
の
ス
マ
ホ
所
有

状
況
、
所
持
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
　
小
中
共
に
原
則
禁
止
。
中

学
は
体
育
学
習
に
使
う
以
外
は

職
員
室
で
預
か
る
。
利
用
ル
ー

ル
を
設
け
て
も
い
ろ
い
ろ
な
抜

け
道
が
あ
り
正
し
い
判
断
が
難

し
い
。
ス
マ
ホ
依
存
、
ス
マ
ホ

犯
罪
、
動
画
拡
散
な
ど
が
あ
る
。

ネ
ッ
ト
社
会
の
協
議
は
必
要
。

Q
　
教
員
の
長
時
間
勤
務
の
実

態
、
健
康
被
害
は
あ
る
か
。

A
　
県
の
平
均
並
み
、
有
休
は

20
日
あ
る
が
５
〜
６
日
の
取
得
。

学
校
５
日
制
に
な
っ
た
時
は
県

の
加
配
措
置
が
あ
っ
た
。
健
康

被
害
の
報
告
は
な
い
。

Q
　
授
業
以
外
で
の
オ
ー
バ
ー

ワ
ー
ク
は
あ
る
か
、
学
力
テ
ス

ト
関
連
で
は
。

A
　
子
ど
も
の
多
様
化
に
対
す

る
対
応
は
増
え
て
い
る
。
学
力

テ
ス
ト
業
務
は
１
時
間
程
度
。

Q
　
各
戸
配
湯
の
現
状
と
温
泉

を
観
光
に
生
か
す
こ
と
を
真
剣

に
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

A
　
各
戸
配
湯
は
年
々
減
少
、

Ｈ
30
年
１
９
９
１
口
、
加
入
率

18
％
、
観
光
で
は
３
湯
め
ぐ
り

チ
ケ
ッ
ト
が
好
評
で
年
間
６
０

０
枚
の
利
用
あ
り
。

Q
　
高
木
温
泉
の
復
活
は
、
温

泉
活
用
検
討
委
員
会
の
設
置
を
。

A
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
５
区
で
検
討
さ
れ
れ
ば
支
援

し
て
い
く
。
温
泉
活
用
は
広
い

視
野
を
持
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
　
辰
野
町
、
箕
輪
町
の
消
防

操
法
大
会
取
り
や
め
に
対
す
る

受
け
と
め
と
他
へ
の
影
響
は
。

A
　
団
員
確
保
の
困
難
や
団
員

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
取

り
止
め
た
が
、
諏
訪
地
方
大
会

は
継
続
の
方
向
。
操
法
の
訓
練

を
通
じ
て
団
員
同
士
の
結
束
が

高
ま
る
。「
団
員
確
保
強
化
月

間
」
を
設
け
町
と
し
て
全
面
的

に
協
力
し
て
い
く
。

訓練に励む消防団員

温
泉
を
下
諏
訪
の
目
玉
に

ポ
ン
プ
操
法
大
会
中
止
か

デメリットも考えて
　　　　　　対応する

小中学校への
　スマホ持込禁止見直しは

藤森スマエ藤森スマエ

　３月の定例会の一般質問は、11人が行いま
した。質問時間は答弁を含めて一人60分以内
です。

一 般 質 問一 般 質 問

９Ｐ　　　藤森スマエ　

10Ｐ　　　河西　　猛

　　　　　宮坂　　徹

11Ｐ　　　中村　奎司

　　　　　小池　忠弘

12Ｐ　　　中村　光良

　　　　　森　　安夫

13Ｐ　　　金井　敬子

　　　　　岩村　清司

14Ｐ　　　青木　利子

　　　　　田嶋　　彰

「小中学校へのスマホ持込禁止見直しは」

「学校・老福センターのエアコン設置は」

「下諏訪版ＤＭＯの方向性をどう考えるか」

「学校の防犯カメラ設置はどこに、何台か」

「町税減、起債増で財政状況は大丈夫か」

「秋宮スケートリンク施設整備を考えて」

「先端設備等導入計画の認定状況、成果は」

「避難所運営キットの備えを」

「国道20号バイパスの進捗状況は」

「職員研修を行政サービスにどう活かすか」

「町内に就労する人材確保の取組みは」

一
般
質
問

しもすわ町議会だより9 平成 31 年 4 月 12 日
しもすわ町議会だより 8平成 31 年 4 月 12 日

３月定例会  議 案 等 賛 否 一 覧

第４号
第18号（一般会計予算）
第21号（後期高齢者医療）
第23号（温　泉　事　業）
第26号（水　道　事　業）
第27号（下 水 道 事 業）

陳情第３号
陳情第５号
意見書案第１号
意見書案第３号

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
不採択
採　択
否　決
可　決

×
×
×
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
×
○
×
○

○
○
○
○
○
○
×
△
×
△

○
○
○
○
○
○
×
○
×
○

×
×
×
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
×
△
×
△

○
○
○
○
○
○
×
△
×
△

○
○
○
○
○
○
×
○
×
○

×
×
×
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

議案番号等

可決・採択に対する賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「△」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

議員名（議席順）

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています

議決等結果
宮
坂

　徹

藤
森
ス
マ
エ

河
西

　猛

中
村
光
良

金
井
敬
子

田
嶋

　彰

中
村
奎
司

青
木
利
子

森

　安
夫

小
池
忠
弘

岩
村
清
司

林

　元
夫

同意（全員）
可決（全員）
可決（多数）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（多数）
可決（全員）

可決（全員）

議決結果

一 目 で わ か る 議 決 結 果　３月定例会

※主な議案の審査内容は、２～５ページをご覧ください。 議
決
結
果

賛
否
一
覧

議案番号
１～２
３
４
５

６

7～９

10

11

12
13

14～17

18～27

28

29～30

議決結果議案名と内容（議案名は一部省略してあります）
固定資産評価審査委員会委員の選任・人権擁護委員候補者の推薦
平成30年度一般会計補正予算（第７号）…２～３ページをご覧ください。
消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例…３ページをご覧ください。
職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正…３ページをご覧ください。
資金積立基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正…「公共施設整備基金」の充当できる範
囲を拡大し、大型車両の購入にも使えるようにするための改正を行う。
◆廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
◆水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準を定める条例の一部改正
◆放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
以上すべて、平成31年度から新設される専門職大学の修了者に対する資格区分変更のための改正を行う。
観光振興条例の一部改正…町が推進する街なみ環境整備事業との整合を図るための改正を行う。
こども未来基金条例の一部改正…こども未来基金を新たに給付型奨学金制度に充てることができる
ようにするための改正を行う。
総合運動場設置条例の一部改正…２ページをご覧ください。
平成30年度一般会計補正予算（第８号）…２～３ページをご覧ください。
平成30年度【後期高齢者医療特別会計・特別養護老人ホーム事業特別会計・水道事業会計・下水道
事業会計】補正予算…２～３ページをご覧ください。
平成31年度一般会計予算～平成31年度下水道事業会計予算…４～５ページをご覧ください。
※うち、一般会計、後期高齢者医療特別会計、温泉事業特別会計、水道事業会計、下水道事業会計
損害賠償の額を定めること…３ページをご覧ください。
平成30年度一般会計補正予算（第９号）・平成31年度一般会計補正予算（第１号）…２～３ページをご
覧ください。

陳情審査結果
陳情番号
３
４
５

議決結果陳　情　名
「消費税増税中止を求める意見書」の採択を求める陳情
「米軍基地負担に関する意見書」の採択を求める陳情
「核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書」の採択を求める陳情

不採択（少数）
採択（全員）
採択（全員）

意見書案議決結果

※陳情・意見書案の審査内容は、６～７ページをご覧ください。

番　　号
１
２
３
４

議決結果意　見　書　案　名
今年10月の消費税増税中止を求める意見書
米軍基地負担に関する意見書
核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書
特急「あずさ」をはじめとする在来線の利便性向上に向け着実な取組みの推進を求める意見書

否決（少数）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）



Q
　
予
算
で
町
民
税
減
少
の
要

因
は
。
さ
ら
に
、
起
債（
借
金
）

は
１
０
０
億
円
を
越
す
。
健
全

な
財
政
運
営
が
保
た
れ
る
か
。

A
　
大
手
企
業
中
心
の
業
績
向

上
は
、
高
齢
化
で
生
産
労
働
人

口
が
減
っ
て
い
る
地
方
に
は
波

及
し
て
い
な
い
。
有
利
な
起
債

を
活
用
し
、
財
政
町
政
基
金
に

は
手
を
つ
け
ず
、
計
画
的
な
財

政
運
営
は
堅
持
す
る
。

Q
　
約
４
億
２
５
０
０
万
円
の

水
上
防
災
拠
点
施
設
・
新
艇
庫

整
備
予
算
は
、
当
初
想
定
額
を

大
幅
に
超
え
る
。
そ
の
経
緯
は
。

A
　
６
年
前
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ゾ
ー
ン
構
想
で
「
錬
成
の
家
・

艇
庫
改
修
」
を
提
示
。
道
路
横

断
で
ボ
ー
ト
を
出
す
危
険
性
な

ど
、
関
係
者
の
声
を
受
け
、「
艇

庫
移
転
」
が
最
良
と
な
っ
た
。

県
に
費
用
負
担
を
要
望
し
た
が
、

ダ
メ
。
そ
の
後
、
護
岸
部
を
県

負
担
、
さ
ら
に
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
・
水
上
防
災
拠
点

施
設
整
備
事
業
で
有
利
な
起
債

が
可
能
と
な
り
、
事
業
化
し
た
。

Q
　
役
員
の
な
り
手
不
足
な
ど

か
ら
、
区
・
町
内
会
な
ど
の「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
運
営
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
町

も
相
応
の
支
援
策
の
検
討
を
。

A
　
運
営
の
大
変
さ
や
負
担
は

承
知
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も

区
長
会
な
ど
と
何
が
で
き
る
か
、

検
討
し
て
い
く
。

Q
　
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
で
の
特

急
停
車
減
の
影
響
は
大
き
い
が
。

A
　
Ｊ
Ｒ
の
「
速
達
性
を
め
ざ

す
改
正
。
理
解
を
」
の
姿
勢
は

不
変
。
①
次
回
改
正
で
元
に
戻

し
て
ほ
し
い
②
こ
の
改
正
に
よ

る
影
響
を
可
視
化
し
協
議
の
場

を
持
つ
よ
う
、
申
し
入
れ
た
。

艇
庫
移
転
の
建
設
経
緯
は

自
治
組
織
へ
支
援
策
を

あ
ず
さ
停
車
減
問
題
は

健全財政は堅持できる

町税減、起債増で
　　財政状況は大丈夫か

小池　忠弘小池　忠弘

Q
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
場
所

と
台
数
は
。

A
　
児
童
生
徒
を
守
る
体
制
整

備
・
犯
罪
抑
止
が
目
的
。
登
下

校
中
一
人
に
な
る
区
間
や
、
周

囲
に
茂
み
が
あ
る
と
こ
ろ
中
心

に
、
場
所
は
東
赤
砂
の
農
道
・

東
山
田
熊
野
神
社
前
な
ど
４
か

所
に
設
置
。

Q
　
北
小
の
新
１
年
生
は
Ｈ
33

年
に
は
１
ク
ラ
ス
に
な
る
と

い
う
が
、
小
中
一
貫
教
育
校
の

検
討
と
か
、
学
区
制
の
検
討

は
。

A
　
４
校
制
は
維
持
す
る
が
、

学
区
の
変
更
な
ど
必
要
性
を
検

討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

Q
　
移
動
販
売
の
拡
大
を
希
望

す
る
が
。

A
　
今
回
、
社
ヶ
丘
に
も
販
売

所
を
新
設
し
た
が
、
希
望
さ
れ

る
地
区
は
区
長
を
通
し
て
申
し

出
て
ほ
し
い
。

Q
　
イ
オ
ン
の
新
店
舗
の
計
画

と
、
第
２
ぽ
け
っ
と
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

A
　
複
数
計
画
が
あ
り
、
図
面

を
書
く
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い

な
い
と
い
う
。
当
初
の
計
画
よ

り
遅
れ
そ
う
だ
が
、
第
２
ぽ
け

っ
と
も
着
実
に
進
め
る
。

Q
　
砥
川
と
福
沢
川
の
改
修
は

い
つ
終
わ
る
の
か
。

A
　
２
０
２
０
年
度
に
は
完
了

さ
せ
る
予
定
で
、
地
元
住
民
と

の
設
計
協
議
を
開
始
し
た
い
と

い
う
意
向
。

Q
　
西
大
路
口
か
ら
７
区
へ
向

か
う
道
路
の
進
捗
状
況
は
。

A
　
２
０
２
０
年
度
完
了
を
目

指
し
て
進
め
る
。

Q
　
国
道
20
号
線
の
右
折
レ
ー

ン
と
歩
道
の
工
事
は
。

A
　
用
地
取
得
を
進
め
て
お
り
、

ま
と
ま
っ
た
土
地
の
取
得
が
で

き
れ
ば
、
工
事
に
入
り
た
い
。

西大路口交差点ここに幅16ｍの道路が拓く

移転計画の艇庫

砥
川
の
改
修
事
業
の
進
捗
は

北
小
新
入
生
は
１
ク
ラ
ス
だ
け

通学時に一人になる
　区間に 4台設置する

学校の防犯カメラ設置は
　　　　　どこに、何台か
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Q
　
小
中
学
校
、
保
育
園
の
エ

ア
コ
ン
設
置
工
事
は
。

A
　
小
中
学
校
は
夏
ま
で
に
設

置
す
る
。
学
童
ク
ラ
ブ
と
保
育

園
は
新
年
度
予
算
で
進
め
る
。

Q
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
と
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
。

A
　
新
年
度
に
休
養
室
、
健
康

相
談
室
、
会
議
室
二
つ
に
設
置
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
大
幅
増

は
想
定
し
て
い
な
い
。
夏
前
に

設
置
完
了
す
る
よ
う
進
め
る
。

Q
　
町
内
企
業
の
景
況
状
況
は
。

A
　
一
月
度
の
業
況
判
断
指
数

（
Ｄ
Ｉ
）は
10
ポ
イ
ン
ト
で
12
月

度
比
８
ポ
イ
ン
ト
減
。
３
ヵ
月

先
の
見
通
し
は
マ
イ
ナ
ス
５
で

同
比
２
ポ
イ
ン
ト
減
、
売
り
上

げ
は
停
滞
傾
向
。
操
業
度
（
稼

動
率
）
は
１
０
０
％
以
上
と
回

答
し
た
企
業
が
41
％
で
同
比
３

ポ
イ
ン
ト
減
。 

Q
　
町
内
企
業
の
課
題
は
。

A
　
次
の
仕
事
を
確
保
す
る
た

め
の
受
注
の
確
保
、
新
規
顧
客

の
開
拓
、
人
材
育
成
、
新
設
備

導
入
な
ど
。

Q
　
防
災
行
政
無
線
の
配
備
で

デ
ジ
タ
ル
式
の
優
位
点
は
。

A
　
デ
ジ
タ
ル
式
回
線
は
、
音

声
が
鮮
明
で
聞
き
と
り
や
す
く
、

双
方
向
で
の
デ
ー
タ
ー
通
信
が

可
能
。
ま
た
、
音
声
合
成
に
よ

る
安
定
し
た
素
早
い
情
報
発
信

が
可
能
等
、
災
害
時
に
強
い
回

線
。

Q
　
災
害
用
備
蓄
食
料
の
状
況

は
。

A
　
昨
年
度
の
家
庭
用
あ
っ
せ

ん
と
、
今
年
度
の
各
区
へ
の
配

備
に
よ
り
、
備
蓄
率
が
上
が
り
、

分
散
化
が
進
ん
だ
。
新
年
度
も

各
区
へ
の
配
備
を
進
め
、
防
災

計
画
の
備
蓄
目
標
「
人
口
５
％

の
２
食
分
」
を
達
成
見
込
み
。

シーズン前に
　　　設置完了する

学校・老福センターの
　　　　エアコン設置は

河西　猛河西　猛

推進母体の候補組織「観光振興局」

活
力
あ
る
産
業
振
興
を

安
心
・
安
全
の
防
災
更
に

Q
　
５
年
ぶ
り
の
観
光
振
興
計

画（
素
案
）で
、
事
業
推
進
・
調

整
役
は
ど
こ
が
担
う
の
か
。

A
　
こ
れ
ま
で
の
行
政
や
観
光

事
業
者
中
心
の
旅
行
振
興
か
ら
、

農
・
商
・
工
業
事
業
者
や
団
体
・

住
民
が
一
体
と
な
り
旅
行
者
を

受
け
入
れ
る
「
観
光
地
域
づ
く

り
」
が
重
要
。
関
係
者
の
合
意

形
成
を
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
新
組
織
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
将
来
的
に
は

新
組
織
が
全
体
を
調
整
し
て
い

く
役
割
を
担
い
、
関
係
者
と
連

携
し
、
継
続
的
・
戦
略
的
・
効

果
的
に
観
光
施
策
を
進
め
る
推

進
母
体
と
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
推
進
母
体
の
候
補
組
織
と

し
て
観
光
振
興
局
を
挙
げ
て
い

る
が
、
人
材
は
足
り
る
の
か
。

A
　
地
域
経
営
に
関
わ
る
専
門

的
な
人
材
、
組
織
の
機
能
強
化
、

資
金
確
保
も
必
要
。
議
論
を
重

ね
、
現
在
の
観
光
振
興
局
を
発

展
さ
せ
た
形
を
想
定
し
て
い
る
。

Q
　
個
別
目
標
が
５
年
後
だ
が

一
年
ご
と
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
実
施
は
。

A
　
個
々
の
事
業
は
毎
年
の
数

値
を
み
て
検
証
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
実
施
す
る
。

Q
　
外
国
人
旅
行
者
宿
泊
施
設

利
用
者
数
が
、
５
年
後
に
５
０

０
人
は
少
な
す
ぎ
な
い
か
。

A
　
受
け
入
れ
態
勢
が
必
ず
し

も
整
っ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
環

境
を
整
え
た
い
。
実
績
・
旅
館

の
規
模
な
ど
を
考
慮
し
た
。

Q
　
前
か
ら
提
案
等
も
し
て
き

た
。
も
っ
と
早
く
対
応
す
べ
き
。

A
　
指
摘
の
通
り
だ
が
、
各
旅

館
も
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
。

意
識
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

Q
　
下
諏
訪
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
方
向

性
は
。

A
　
従
来
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
違
い
、

下
諏
訪
を
エ
リ
ア
と
し
て
と
ら

え
、
様
々
な
方
々
を
一
体
に
組

織
し
た
、
下
諏
訪
ら
し
い
組
織

体
と
し
て
い
き
た
い
。

町を一体とした
　　　　組織体に

下諏訪版　DMOの
　方向性をどう考えるか
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Q
　
予
算
で
町
民
税
減
少
の
要

因
は
。
さ
ら
に
、
起
債（
借
金
）

は
１
０
０
億
円
を
越
す
。
健
全

な
財
政
運
営
が
保
た
れ
る
か
。

A
　
大
手
企
業
中
心
の
業
績
向
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は
、
高
齢
化
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生
産
労
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人
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っ
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い
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地
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し
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い
。
有
利
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起
債
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し
、
財
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は
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つ
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ず
、
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的
な
財
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。
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０
０
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防
災
拠
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整
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予
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は
、
当
初
想
定
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を

大
幅
に
超
え
る
。
そ
の
経
緯
は
。

A
　
６
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前
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ゾ
ー
ン
構
想
で
「
錬
成
の
家
・

艇
庫
改
修
」
を
提
示
。
道
路
横

断
で
ボ
ー
ト
を
出
す
危
険
性
な

ど
、
関
係
者
の
声
を
受
け
、「
艇

庫
移
転
」
が
最
良
と
な
っ
た
。

県
に
費
用
負
担
を
要
望
し
た
が
、

ダ
メ
。
そ
の
後
、
護
岸
部
を
県

負
担
、
さ
ら
に
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
・
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上
防
災
拠
点

施
設
整
備
事
業
で
有
利
な
起
債

が
可
能
と
な
り
、
事
業
化
し
た
。
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役
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の
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な
ど
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、
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ど
の「
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コ
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が

困
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に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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も
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応
の
支
援
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の
検
討
を
。

A
　
運
営
の
大
変
さ
や
負
担
は

承
知
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も

区
長
会
な
ど
と
何
が
で
き
る
か
、

検
討
し
て
い
く
。

Q
　
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
で
の
特

急
停
車
減
の
影
響
は
大
き
い
が
。

A
　
Ｊ
Ｒ
の
「
速
達
性
を
め
ざ

す
改
正
。
理
解
を
」
の
姿
勢
は

不
変
。
①
次
回
改
正
で
元
に
戻

し
て
ほ
し
い
②
こ
の
改
正
に
よ

る
影
響
を
可
視
化
し
協
議
の
場

を
持
つ
よ
う
、
申
し
入
れ
た
。

艇
庫
移
転
の
建
設
経
緯
は

自
治
組
織
へ
支
援
策
を

あ
ず
さ
停
車
減
問
題
は

健全財政は堅持できる

町税減、起債増で
　　財政状況は大丈夫か
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数
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を
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制
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抑
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が
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的
。
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下
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中
一
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に
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る
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間
や
、
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囲
に
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み
が
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る
と
こ
ろ
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に
、
場
所
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の
農
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・

東
山
田
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野
神
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前
な
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に
設
置
。

Q
　
北
小
の
新
１
年
生
は
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に
は
１
ク
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に
な
る
と

い
う
が
、
小
中
一
貫
教
育
校
の

検
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と
か
、
学
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制
の
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る
が
、

学
区
の
変
更
な
ど
必
要
性
を
検
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し
て
い
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移
動
販
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の
拡
大
を
希
望

す
る
が
。
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今
回
、
社
ヶ
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に
も
販
売

所
を
新
設
し
た
が
、
希
望
さ
れ

る
地
区
は
区
長
を
通
し
て
申
し

出
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ほ
し
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ン
の
新
店
舗
の
計
画

と
、
第
２
ぽ
け
っ
と
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

A
　
複
数
計
画
が
あ
り
、
図
面

を
書
く
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い

な
い
と
い
う
。
当
初
の
計
画
よ

り
遅
れ
そ
う
だ
が
、
第
２
ぽ
け

っ
と
も
着
実
に
進
め
る
。

Q
　
砥
川
と
福
沢
川
の
改
修
は

い
つ
終
わ
る
の
か
。

A
　
２
０
２
０
年
度
に
は
完
了

さ
せ
る
予
定
で
、
地
元
住
民
と

の
設
計
協
議
を
開
始
し
た
い
と

い
う
意
向
。

Q
　
西
大
路
口
か
ら
７
区
へ
向

か
う
道
路
の
進
捗
状
況
は
。

A
　
２
０
２
０
年
度
完
了
を
目

指
し
て
進
め
る
。

Q
　
国
道
20
号
線
の
右
折
レ
ー

ン
と
歩
道
の
工
事
は
。

A
　
用
地
取
得
を
進
め
て
お
り
、

ま
と
ま
っ
た
土
地
の
取
得
が
で

き
れ
ば
、
工
事
に
入
り
た
い
。

西大路口交差点ここに幅16ｍの道路が拓く

移転計画の艇庫

砥
川
の
改
修
事
業
の
進
捗
は

北
小
新
入
生
は
１
ク
ラ
ス
だ
け

通学時に一人になる
　区間に 4台設置する

学校の防犯カメラ設置は
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Q
　
小
中
学
校
、
保
育
園
の
エ

ア
コ
ン
設
置
工
事
は
。

A
　
小
中
学
校
は
夏
ま
で
に
設

置
す
る
。
学
童
ク
ラ
ブ
と
保
育

園
は
新
年
度
予
算
で
進
め
る
。

Q
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
と
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
。

A
　
新
年
度
に
休
養
室
、
健
康

相
談
室
、
会
議
室
二
つ
に
設
置
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
大
幅
増

は
想
定
し
て
い
な
い
。
夏
前
に

設
置
完
了
す
る
よ
う
進
め
る
。

Q
　
町
内
企
業
の
景
況
状
況
は
。

A
　
一
月
度
の
業
況
判
断
指
数

（
Ｄ
Ｉ
）は
10
ポ
イ
ン
ト
で
12
月

度
比
８
ポ
イ
ン
ト
減
。
３
ヵ
月

先
の
見
通
し
は
マ
イ
ナ
ス
５
で

同
比
２
ポ
イ
ン
ト
減
、
売
り
上

げ
は
停
滞
傾
向
。
操
業
度
（
稼

動
率
）
は
１
０
０
％
以
上
と
回

答
し
た
企
業
が
41
％
で
同
比
３

ポ
イ
ン
ト
減
。 

Q
　
町
内
企
業
の
課
題
は
。

A
　
次
の
仕
事
を
確
保
す
る
た

め
の
受
注
の
確
保
、
新
規
顧
客

の
開
拓
、
人
材
育
成
、
新
設
備

導
入
な
ど
。

Q
　
防
災
行
政
無
線
の
配
備
で

デ
ジ
タ
ル
式
の
優
位
点
は
。

A
　
デ
ジ
タ
ル
式
回
線
は
、
音

声
が
鮮
明
で
聞
き
と
り
や
す
く
、

双
方
向
で
の
デ
ー
タ
ー
通
信
が

可
能
。
ま
た
、
音
声
合
成
に
よ

る
安
定
し
た
素
早
い
情
報
発
信

が
可
能
等
、
災
害
時
に
強
い
回

線
。

Q
　
災
害
用
備
蓄
食
料
の
状
況

は
。

A
　
昨
年
度
の
家
庭
用
あ
っ
せ

ん
と
、
今
年
度
の
各
区
へ
の
配

備
に
よ
り
、
備
蓄
率
が
上
が
り
、

分
散
化
が
進
ん
だ
。
新
年
度
も

各
区
へ
の
配
備
を
進
め
、
防
災

計
画
の
備
蓄
目
標
「
人
口
５
％

の
２
食
分
」
を
達
成
見
込
み
。

シーズン前に
　　　設置完了する

学校・老福センターの
　　　　エアコン設置は

河西　猛河西　猛

推進母体の候補組織「観光振興局」

活
力
あ
る
産
業
振
興
を

安
心
・
安
全
の
防
災
更
に

Q
　
５
年
ぶ
り
の
観
光
振
興
計

画（
素
案
）で
、
事
業
推
進
・
調

整
役
は
ど
こ
が
担
う
の
か
。

A
　
こ
れ
ま
で
の
行
政
や
観
光

事
業
者
中
心
の
旅
行
振
興
か
ら
、

農
・
商
・
工
業
事
業
者
や
団
体
・

住
民
が
一
体
と
な
り
旅
行
者
を

受
け
入
れ
る
「
観
光
地
域
づ
く

り
」
が
重
要
。
関
係
者
の
合
意

形
成
を
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
新
組
織
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
将
来
的
に
は

新
組
織
が
全
体
を
調
整
し
て
い

く
役
割
を
担
い
、
関
係
者
と
連

携
し
、
継
続
的
・
戦
略
的
・
効

果
的
に
観
光
施
策
を
進
め
る
推

進
母
体
と
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
推
進
母
体
の
候
補
組
織
と

し
て
観
光
振
興
局
を
挙
げ
て
い

る
が
、
人
材
は
足
り
る
の
か
。

A
　
地
域
経
営
に
関
わ
る
専
門

的
な
人
材
、
組
織
の
機
能
強
化
、

資
金
確
保
も
必
要
。
議
論
を
重

ね
、
現
在
の
観
光
振
興
局
を
発

展
さ
せ
た
形
を
想
定
し
て
い
る
。

Q
　
個
別
目
標
が
５
年
後
だ
が

一
年
ご
と
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
実
施
は
。

A
　
個
々
の
事
業
は
毎
年
の
数

値
を
み
て
検
証
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
実
施
す
る
。

Q
　
外
国
人
旅
行
者
宿
泊
施
設

利
用
者
数
が
、
５
年
後
に
５
０

０
人
は
少
な
す
ぎ
な
い
か
。

A
　
受
け
入
れ
態
勢
が
必
ず
し

も
整
っ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
環

境
を
整
え
た
い
。
実
績
・
旅
館

の
規
模
な
ど
を
考
慮
し
た
。

Q
　
前
か
ら
提
案
等
も
し
て
き

た
。
も
っ
と
早
く
対
応
す
べ
き
。

A
　
指
摘
の
通
り
だ
が
、
各
旅

館
も
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
。

意
識
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

Q
　
下
諏
訪
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
方
向

性
は
。

A
　
従
来
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
違
い
、

下
諏
訪
を
エ
リ
ア
と
し
て
と
ら

え
、
様
々
な
方
々
を
一
体
に
組

織
し
た
、
下
諏
訪
ら
し
い
組
織

体
と
し
て
い
き
た
い
。

町を一体とした
　　　　組織体に

下諏訪版　DMOの
　方向性をどう考えるか

宮坂　徹宮坂　徹

DMO＝Destination Management Organization「観光地域づくり」
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Q
　
国
道
20
号
下
諏
訪
岡
谷
バ

イ
パ
ス
で
第
一
工
区
の
進
捗
状

況
は
。

A
　
長
野
国
道
事
務
所
が
継
続

的
に
用
地
交
渉
、
用
地
買
収
を

進
め
て
い
る
。
用
地
買
収
は

個
々
の
問
題
は
あ
る
が
事
業
に

影
響
す
る
大
き
な
課
題
は
特
に

な
い
。
岡
谷
長
地
地
区
で
は
地

盤
改
良
と
盛
り
土
工
事
が
行
わ

れ
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

Q
　
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
着
工
は

い
つ
頃
に
な
る
か
。

A
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
向
け
て

地
盤
改
良
な
ど
行
わ
れ
て
い
る

が
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
着
工
時
期

に
お
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

Q
　
バ
イ
パ
ス
ア
ク
セ
ス
道
路

設
計
事
業
の
内
容
、
道
の
駅
と

の
関
連
は
。

A
　
ホ
シ
ス
メ
バ
と
第
９
区
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
又
、

将
来
の
道
の
駅
を
視
野
に
入
れ

た
予
備
設
計
を
行
う
。

Q
　
ア
ク
セ
ス
道
路
に
関
す
る

窓
口
は
。

A
　
町
建
設
水
道
課
国
道
バ
イ

パ
ス
推
進
室
を
中
心
と
し
て
対

応
し
て
い
く
。
　

Q
　
岡
谷
市
・
諏
訪
市
・
下
諏

訪
町
の
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

組
合
組
織
に
し
て
事
業
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

A
　
そ
れ
は
難
し
い
と
思
う
。

２
市
１
町
の
湖
畔
環
境
が
違
う

こ
と
か
ら
各
自
治
体
が
エ
リ
ア

を
生
か
し
活
用
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
観
光
面
に
お
い
て
は
、

各
市
町
村
と
連
携
し
て
P
R
し

て
い
く
こ
と
は
必
要
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
官
民
な
ど
の
幅
広
い
連
携
に

よ
っ
て
地
域
観
光
を
積
極
的
に

推
進
す
る
方
法
も
あ
る
。

　
開
発
・
整
備
は
、
各
自
治
体

が
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
い
く

こ
と
が
良
い
と
思
う
。

諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

おおむね順調に
　　　　進んでいる

国道20号バイパスの
　　　　　　進捗状況は

岩村　清司岩村　清司

Q
　
こ
の
間
、
実
施
さ
れ
た
指

定
避
難
所
の
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト

調
査
」
の
結
果
と
、
今
後
は
。

A
　
こ
の
間
、
町
の
防
災
研
修

会
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
法

人
か
ら
の
協
力
依
頼
を
受
け
、

全
指
定
避
難
所
40
箇
所
の
収
容

予
定
人
数
、
ト
イ
レ
、
食
事
対

応
等
32
項
目
の
調
査
を
実
施
。

結
果
は
と
り
ま
と
め
中
で
、
今

後
の
参
考
に
し
て
い
く
。

　
来
年
度
は
、「
避
難
所
設
置
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
、
配

布
す
る
予
定
。

Q
　
避
難
所
開
設
に
あ
た
っ
て

の
必
要
最
低
限
の
物
品
を
、
指

定
避
難
所
に
「
避
難
所
運
営
キ

ッ
ト
」
と
し
て
備
え
、
そ
れ
を

活
用
し
た
訓
練
も
実
施
す
べ
き
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
の
毛
布
、

水
、
食
料
、
簡
易
ト
イ
レ
、
灯

り
、
発
電
機
等
の
備
蓄
拡
充
を
。

A
　
避
難
所
訓
練
を
重
ね
な
が

ら
、「
避
難
所
運
営
キ
ッ
ト
」を

準
備
し
て
い
く
。
備
蓄
品
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
毛
布
は
町
の

防
災
倉
庫
に
約
１
０
０
０
枚
を

備
蓄
し
て
い
る
が
、
分
散
化
の

方
が
い
い
の
か
。
他
の
品
に
つ

い
て
も
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Q
　
避
難
所
の
整
備
は
、
ど
こ

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
担
う
の
か
。

A
　
基
本
的
に
は
、
町
。
　

Q
　
新
艇
庫
建
設
に
対
し
て
、

町
民
に「
反
対
」の
意
見
有
り
。

A
　
昨
年
11
月
、
12
月
に
行
っ

た
地
元
住
民
説
明
会
で
複
数
の

意
見
や
要
望
を
頂
い
た
が
、
そ

れ
ら
は
「
反
対
の
立
場
で
は
な

い
」
が
前
提
だ
っ
た
。

Q
　
新
年
度
予
算
４
億
２
５
０

０
万
円
も
の
高
額
な
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
予
算
規
模
縮

小
は
、
で
き
な
い
の
か
。

A
　
艇
庫
に
３
億
円
。
周
辺
の

環
境
整
備
に
、
１
億
２
０
０
０

万
円
だ
が
、
決
し
て
余
分
な
お

金
を
か
け
る
も
の
で
は
な
い
。

ゴミ拾いをしなくても良い諏訪湖に
２月に町主催で実施された
避難所運営研修・訓練

新
艇
庫

　高す
ぎ
な
い
か

来年度準備していく

「避難所運営キット」の
　　　　　　　　　備えを

金井　敬子金井　敬子
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しもすわ町議会だより
平成 31 年 4 月 12 日13 しもすわ町議会だより

平成 31 年 4 月 12 日 12

Q
　
今
冬
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

秋
宮
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
は
小

学
生
な
ど
約
４
０
０
０
人
が
利

用
し
た
。
管
理
人
の
ご
尽
力
で

上
質
な
氷
が
維
持
さ
れ
た
。
手

す
り
や
ベ
ン
チ
、
通
路
な
ど
老

朽
化
が
進
み
危
険
に
思
う
。
来

シ
ー
ズ
ン
迄
に
施
設
の
整
備
を

考
え
て
ほ
し
い
。

A
　
手
す
り
や
椅
子
な
ど
は
木

製
で
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
管
理
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し

て
お
り
、
部
分
的
に
補
修
を
重

ね
て
き
た
。
手
す
り
な
ど
は
新

年
度
で
補
修
を
進
め
、
来
シ
ー

ズ
ン
で
の
開
場
に
備
え
た
い
。

　Q
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
玄
関

は
車
椅
子
の
人
に
優
し
い
と
は

思
え
な
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
模
範
と
な
る

施
設
で
あ
る
べ
き
だ
。
ス
ロ
ー

プ
な
ど
改
善
し
て
頂
き
た
い
。

A
　
ス
ロ
ー
プ
は
有
る
が
、
土

足
厳
禁
の
た
め
板
を
被
せ
て
、

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し
て

い
る
。
ス
ロ
ー
プ
を
復
活
さ
せ

表
示
方
法
な
ど
検
討
す
る
。

Q
　
９
月
議
会
で
独
居
老
人
向

け
支
援
住
宅
が
廃
止
さ
れ
た
。

代
替
策
は
ど
う
考
え
る
か
。

A
　
困
窮
す
る
低
所
得
者
の
方

に
低
廉
な
家
賃
で
確
保
で
き
る

県
営
住
宅
制
度
の
拡
大
を
活
用

し
、
対
応
し
た
い
。

Q
　
２
街
道
の
合
流
点
と
し
て

和
田
宿
や
奈
良
井
宿
と
連
携
し

た
定
期
的
な
取
り
組
み
は
。

A
　
中
山
道
・
甲
州
街
道
に
限

ら
ず
、
縄
文
遺
跡
や
黒
曜
石
な

ど
含
め
て
広
域
的
に
連
携
し
て

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
将
来
の

形
を
考
え
て
い
き
た
い
。

新年度で
　　補修を進める

秋宮スケートリンク
　　施設整備を考えて

中村　光良中村　光良

Q
　
国
の「
導
入
促
進
指
針
」に

基
づ
き
、
中
小
企
業
者
の
「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
」
の
認
定

を
し
て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。

A
　
製
造
業
を
主
に
10
件
認

定
し
た
。
と
も
に
機
械
装
置
を

導
入
す
る
計
画
で
あ
り
、
先
端

設
備
等
の
導
入
金
額
は
、
合
計

２
億
１
千
万
円
を
超
え
、
設
備

投
資
を
促
す
効
果
が
現
れ
て
い

る
。

Q
　「
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
し
も
す
わ
」
が
行
っ
て
い

る
、「
中
小
製
造
業
社
設
備
投
資

促
進
補
助
金
」
の
活
用
状
況
は
。

A
　
全
21
件
の
申
請
が
あ
り
、

補
助
金
額
の
合
計
は
、
８
７
５

万
円
。
21
件
の
う
ち
、
町
の「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
」
の
認
定

も
得
て
い
る
企
業
は
８
件
。

Q
　
町
長
の
４
期
目
の
方
針
の

柱
と
し
て
住
民
満
足
度
１
０
０

％
を
掲
げ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
何
％
と
考
え
る
か
。

A
　
住
民
満
足
度
１
０
０
％
を

目
指
す
の
が
基
本
的
な
考
え
方
。

公
約
に
残
る
第
２
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
イ
オ
ン
の
設
計

段
階
か
ら
参
入
し
、
開
店
に
合

わ
せ
開
所
す
る
。
エ
コ
タ
ウ
ン

構
想
も
民
間
の
発
想
等
を
取
り

入
れ
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　Q
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
学
校
の

運
動
部
活
の
日
数
と
時
間
に
制

限
を
設
け
る
指
針
を
示
し
た
。

町
内
で
の
対
応
は
。

A
　
運
動
部
は
下
中
に
９
部
活

１
５
９
人
、社
中
に
６
部
活
80
人
。

平
日
は
週
２
日
以
上
、週
末
は
１

日
以
上
の
休
養
日
を
設
け
る
。長

期
休
み
で
は
そ
の
半
分
以
上
を
休

む
。ス
ポ
ー
ツ
医
学
か
ら
も
過
度
な

練
習
は
能
力
向
上
に
繋
が
ら
な
い
。

個
人
個
人
に
合
っ
た
指
導
が
大
切
。

積極的な設備投資に
　　　　繋がっている

「先端設備等導入計画」の
　　　　　認定状況、成果は

森　安夫森　安夫

保
健
セ
ン
タ
ー
玄
関
は

独
居
老
人
の
住
宅
支
援
は

観
光
で
地
域
連
携
推
進
を

一
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今季の秋宮リンク
手すりの老朽化が見える

今
予
算
に
お
け
る

住
民
満
足
度
に
対
す
る
考
え
は

中
学
運
動
部
の

部
活
に
対
す
る
町
の
方
針
は

東京ビックサイトにおける
下諏訪町企業の展示ブース



Q
　
国
道
20
号
下
諏
訪
岡
谷
バ

イ
パ
ス
で
第
一
工
区
の
進
捗
状

況
は
。

A
　
長
野
国
道
事
務
所
が
継
続

的
に
用
地
交
渉
、
用
地
買
収
を

進
め
て
い
る
。
用
地
買
収
は

個
々
の
問
題
は
あ
る
が
事
業
に

影
響
す
る
大
き
な
課
題
は
特
に

な
い
。
岡
谷
長
地
地
区
で
は
地

盤
改
良
と
盛
り
土
工
事
が
行
わ

れ
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

Q
　
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
着
工
は

い
つ
頃
に
な
る
か
。

A
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
向
け
て

地
盤
改
良
な
ど
行
わ
れ
て
い
る

が
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
着
工
時
期

に
お
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

Q
　
バ
イ
パ
ス
ア
ク
セ
ス
道
路

設
計
事
業
の
内
容
、
道
の
駅
と

の
関
連
は
。

A
　
ホ
シ
ス
メ
バ
と
第
９
区
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
又
、

将
来
の
道
の
駅
を
視
野
に
入
れ

た
予
備
設
計
を
行
う
。

Q
　
ア
ク
セ
ス
道
路
に
関
す
る

窓
口
は
。

A
　
町
建
設
水
道
課
国
道
バ
イ

パ
ス
推
進
室
を
中
心
と
し
て
対

応
し
て
い
く
。
　

Q
　
岡
谷
市
・
諏
訪
市
・
下
諏

訪
町
の
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

組
合
組
織
に
し
て
事
業
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

A
　
そ
れ
は
難
し
い
と
思
う
。

２
市
１
町
の
湖
畔
環
境
が
違
う

こ
と
か
ら
各
自
治
体
が
エ
リ
ア

を
生
か
し
活
用
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
観
光
面
に
お
い
て
は
、

各
市
町
村
と
連
携
し
て
P
R
し

て
い
く
こ
と
は
必
要
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
官
民
な
ど
の
幅
広
い
連
携
に

よ
っ
て
地
域
観
光
を
積
極
的
に

推
進
す
る
方
法
も
あ
る
。

　
開
発
・
整
備
は
、
各
自
治
体

が
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
い
く

こ
と
が
良
い
と
思
う
。

諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

おおむね順調に
　　　　進んでいる

国道20号バイパスの
　　　　　　進捗状況は

岩村　清司岩村　清司

Q
　
こ
の
間
、
実
施
さ
れ
た
指

定
避
難
所
の
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト

調
査
」
の
結
果
と
、
今
後
は
。

A
　
こ
の
間
、
町
の
防
災
研
修

会
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
法

人
か
ら
の
協
力
依
頼
を
受
け
、

全
指
定
避
難
所
40
箇
所
の
収
容

予
定
人
数
、
ト
イ
レ
、
食
事
対

応
等
32
項
目
の
調
査
を
実
施
。

結
果
は
と
り
ま
と
め
中
で
、
今

後
の
参
考
に
し
て
い
く
。

　
来
年
度
は
、「
避
難
所
設
置
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
、
配

布
す
る
予
定
。

Q
　
避
難
所
開
設
に
あ
た
っ
て

の
必
要
最
低
限
の
物
品
を
、
指

定
避
難
所
に
「
避
難
所
運
営
キ

ッ
ト
」
と
し
て
備
え
、
そ
れ
を

活
用
し
た
訓
練
も
実
施
す
べ
き
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
の
毛
布
、

水
、
食
料
、
簡
易
ト
イ
レ
、
灯

り
、
発
電
機
等
の
備
蓄
拡
充
を
。

A
　
避
難
所
訓
練
を
重
ね
な
が

ら
、「
避
難
所
運
営
キ
ッ
ト
」を

準
備
し
て
い
く
。
備
蓄
品
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
毛
布
は
町
の

防
災
倉
庫
に
約
１
０
０
０
枚
を

備
蓄
し
て
い
る
が
、
分
散
化
の

方
が
い
い
の
か
。
他
の
品
に
つ

い
て
も
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Q
　
避
難
所
の
整
備
は
、
ど
こ

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
担
う
の
か
。

A
　
基
本
的
に
は
、
町
。
　

Q
　
新
艇
庫
建
設
に
対
し
て
、

町
民
に「
反
対
」の
意
見
有
り
。

A
　
昨
年
11
月
、
12
月
に
行
っ

た
地
元
住
民
説
明
会
で
複
数
の

意
見
や
要
望
を
頂
い
た
が
、
そ

れ
ら
は
「
反
対
の
立
場
で
は
な

い
」
が
前
提
だ
っ
た
。

Q
　
新
年
度
予
算
４
億
２
５
０

０
万
円
も
の
高
額
な
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
予
算
規
模
縮

小
は
、
で
き
な
い
の
か
。

A
　
艇
庫
に
３
億
円
。
周
辺
の

環
境
整
備
に
、
１
億
２
０
０
０

万
円
だ
が
、
決
し
て
余
分
な
お

金
を
か
け
る
も
の
で
は
な
い
。

ゴミ拾いをしなくても良い諏訪湖に
２月に町主催で実施された
避難所運営研修・訓練

新
艇
庫

　高す
ぎ
な
い
か

来年度準備していく

「避難所運営キット」の
　　　　　　　　　備えを

金井　敬子金井　敬子

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
平成 31 年 4 月 12 日13 しもすわ町議会だより
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Q
　
今
冬
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

秋
宮
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
は
小

学
生
な
ど
約
４
０
０
０
人
が
利

用
し
た
。
管
理
人
の
ご
尽
力
で

上
質
な
氷
が
維
持
さ
れ
た
。
手

す
り
や
ベ
ン
チ
、
通
路
な
ど
老

朽
化
が
進
み
危
険
に
思
う
。
来

シ
ー
ズ
ン
迄
に
施
設
の
整
備
を

考
え
て
ほ
し
い
。

A
　
手
す
り
や
椅
子
な
ど
は
木

製
で
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
管
理
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し

て
お
り
、
部
分
的
に
補
修
を
重

ね
て
き
た
。
手
す
り
な
ど
は
新

年
度
で
補
修
を
進
め
、
来
シ
ー

ズ
ン
で
の
開
場
に
備
え
た
い
。

　Q
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
玄
関

は
車
椅
子
の
人
に
優
し
い
と
は

思
え
な
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
模
範
と
な
る

施
設
で
あ
る
べ
き
だ
。
ス
ロ
ー

プ
な
ど
改
善
し
て
頂
き
た
い
。

A
　
ス
ロ
ー
プ
は
有
る
が
、
土

足
厳
禁
の
た
め
板
を
被
せ
て
、

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し
て

い
る
。
ス
ロ
ー
プ
を
復
活
さ
せ

表
示
方
法
な
ど
検
討
す
る
。

Q
　
９
月
議
会
で
独
居
老
人
向

け
支
援
住
宅
が
廃
止
さ
れ
た
。

代
替
策
は
ど
う
考
え
る
か
。

A
　
困
窮
す
る
低
所
得
者
の
方

に
低
廉
な
家
賃
で
確
保
で
き
る

県
営
住
宅
制
度
の
拡
大
を
活
用

し
、
対
応
し
た
い
。

Q
　
２
街
道
の
合
流
点
と
し
て

和
田
宿
や
奈
良
井
宿
と
連
携
し

た
定
期
的
な
取
り
組
み
は
。

A
　
中
山
道
・
甲
州
街
道
に
限

ら
ず
、
縄
文
遺
跡
や
黒
曜
石
な

ど
含
め
て
広
域
的
に
連
携
し
て

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
将
来
の

形
を
考
え
て
い
き
た
い
。

新年度で
　　補修を進める

秋宮スケートリンク
　　施設整備を考えて

中村　光良中村　光良

Q
　
国
の「
導
入
促
進
指
針
」に

基
づ
き
、
中
小
企
業
者
の
「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
」
の
認
定

を
し
て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。

A
　
製
造
業
を
主
に
10
件
認

定
し
た
。
と
も
に
機
械
装
置
を

導
入
す
る
計
画
で
あ
り
、
先
端

設
備
等
の
導
入
金
額
は
、
合
計

２
億
１
千
万
円
を
超
え
、
設
備

投
資
を
促
す
効
果
が
現
れ
て
い

る
。

Q
　「
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
し
も
す
わ
」
が
行
っ
て
い

る
、「
中
小
製
造
業
社
設
備
投
資

促
進
補
助
金
」
の
活
用
状
況
は
。

A
　
全
21
件
の
申
請
が
あ
り
、

補
助
金
額
の
合
計
は
、
８
７
５

万
円
。
21
件
の
う
ち
、
町
の「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
」
の
認
定

も
得
て
い
る
企
業
は
８
件
。

Q
　
町
長
の
４
期
目
の
方
針
の

柱
と
し
て
住
民
満
足
度
１
０
０

％
を
掲
げ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
何
％
と
考
え
る
か
。

A
　
住
民
満
足
度
１
０
０
％
を

目
指
す
の
が
基
本
的
な
考
え
方
。

公
約
に
残
る
第
２
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
イ
オ
ン
の
設
計

段
階
か
ら
参
入
し
、
開
店
に
合

わ
せ
開
所
す
る
。
エ
コ
タ
ウ
ン

構
想
も
民
間
の
発
想
等
を
取
り

入
れ
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　Q
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
学
校
の

運
動
部
活
の
日
数
と
時
間
に
制

限
を
設
け
る
指
針
を
示
し
た
。

町
内
で
の
対
応
は
。

A
　
運
動
部
は
下
中
に
９
部
活

１
５
９
人
、社
中
に
６
部
活
80
人
。

平
日
は
週
２
日
以
上
、週
末
は
１

日
以
上
の
休
養
日
を
設
け
る
。長

期
休
み
で
は
そ
の
半
分
以
上
を
休

む
。ス
ポ
ー
ツ
医
学
か
ら
も
過
度
な

練
習
は
能
力
向
上
に
繋
が
ら
な
い
。

個
人
個
人
に
合
っ
た
指
導
が
大
切
。

積極的な設備投資に
　　　　繋がっている

「先端設備等導入計画」の
　　　　　認定状況、成果は

森　安夫森　安夫

保
健
セ
ン
タ
ー
玄
関
は

独
居
老
人
の
住
宅
支
援
は

観
光
で
地
域
連
携
推
進
を

一
般
質
問

今季の秋宮リンク
手すりの老朽化が見える

今
予
算
に
お
け
る

住
民
満
足
度
に
対
す
る
考
え
は

中
学
運
動
部
の

部
活
に
対
す
る
町
の
方
針
は

東京ビックサイトにおける
下諏訪町企業の展示ブース



　
基
本
的
に
は
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
を
建
築

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
僕
に
は
諏
訪

盆
地
の
原
風
景
が
あ
る
。今
と
違
っ
て「
最

上
の
美
し
い
風
景
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
建

築
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　下
諏
訪
町
議
会
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、

昨
年
暮
れ
に
、
下
諏
訪
町
出
身
で
世
界

的
建
築
家
、
伊
東
豊
雄
先
生
と
町
内

中
・
高
生
の
皆
さ
ん
21
人
と
の
交
流
会

を
開
催
し
、
将
来
の
夢
や
悩
み
な
ど
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　生
徒
の
皆
さ
ん
の
夢
や
悩
み
な
ど
の

質
問
に
、
ご
自
身
の
体
験
や
思
い
を
交

え
て
、
丁
寧
に
優
し
く
答
え
て
い
た
だ

き
、楽
し
く
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　
好
奇
心
を

持
つ
こ
と
。

そ
れ
と
人
と

の
め
ぐ
り
逢

い
が
大
切
。

先
生
で
も
友

達
で
も
。
探

し
て
見
つ
か

る
も
の
で
は

な
い
が
、
必

ず
現
れ
る
。

　
自
分
で
テ
ー
マ
な
ど
を
考
え
る
が
、
人

の
ア
イ
デ
ア
を
借
り
る
こ
と
。
ス
タ
ッ
フ

で
考
え
を
出
し
合
い
、
皆
で
考
え
る
と
ア

イ
デ
ア
が

膨
ら
む
。

そ
こ
が
面

白
い
し
刺

激
に
な
る
。

　
建
築
は

チ
ー
ム
で

す
る
仕
事
。

「
オ
レ
が

造
っ
た
」

と
思
う
人
が

多
い
と
良
い

建
築
が
で
き

る
。
子
供
の

こ
ろ
好
き
だ

っ
た
野
球
と

共
通
し
て
い

る
。
何
で
も

役
に
立
つ
。

　
先
生
に
聞
い

て
も
ら
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
で

は（
笑
）。
焦
ら

な
く
て
も
い
い
。

夢
を
捨
て
な
い

こ
と
は
大
切
。

高
校
一
年
生
な

ん
だ
か
ら
ま
だ

時
間
は
あ
る
。

も
う
少
し
広
く
考
え
て
み
た
ら
。議

会
企
画

しもすわ町議会だより15 平成 31 年 4 月 12 日

伊東豊雄先生と
　　君の夢を語ろう!!
伊東豊雄先生と
　　君の夢を語ろう!!

໐
ど
う
し
た
ら

　
　想
像
力
豊
か
な
建
築
が
で
き
る

໐
国
家
試
験
に
向
け
て
、

　
　勉
強
に
行
き
詰
っ
て
い
る

໐
仕
事
を
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

໐
想
像
力
を

　
　掻
き
立
て
ら
れ
る
と
き
は

しもすわ町議会だより
平成 31 年 4 月 12 日 14

Q
　
施
政
方
針
で
「
職
員
数
２

１
８
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
各
種

講
座
・
研
修
の
実
施
や
県
や
岡

谷
市
と
の
職
員
交
流
に
よ
る
人

材
育
成
を
進
め
る
」
と
し
て
い

る
。
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
繋

が
る
こ
と
か
ら
、
期
待
す
る
。

「
各
種
講
座
・
研
修
の
実
施

や
県
や
岡
谷
市
と
の
職
員
交
流

に
よ
る
人
材
育
成
」
で
職
員
の

皆
さ
ん
は
何
を
身
に
つ
け
、
ど

う
活
か
す
の
か
。

A
　
職
員
の
人
材
育
成
や
交
流

研
修
の
た
め
派
遣
。
能
力
向
上

の
た
め
現
在
の
岡
谷
市
と
の
相

互
交
流
は
平
成
12
年
度
か
ら
開

始
。
平
成
30
年
度
は
２
人
、
平

成
31
年
度
も
２
人
を
予
定
。

　
長
野
県
と
の
交
流
は
平
成
12

年
度
か
ら
行
い
、
平
成
30
年
度

は
１
人
を
相
互
派
遣
し
平
成
31

年
度
も
１
人
を
予
定
。
岡
谷
市

へ
の
交
流
職
員
の
報
告
は
「
慣

れ
な
い
環
境
の
中
で
積
極
的
に

参
加
し
、
町
と
違
う
仕
方
を
学

び
よ
り
良
い
方
法
を
持
ち
帰
り

活
か
し
た
い
」。

　
県
へ
の
派
遣
職
員
か
ら
の
感

想
は
「
６
市
町
村
や
県
下
の
自

治
体
と
の
折
衝
で
苦
労
し
た
。

町
か
ら
離
れ
て
町
を
再
発
見
で

き
た
」。
派
遣
先
の
部
署
か
ら

は
「
荒
波
に
揉
ま
れ
会
得
し
た

こ
と
を
帰
庁
後
の
行
政
に
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
」。
等
が
あ
っ
た
。
今

後
、
横
の
繋
が
り
に
活
か
さ
れ

る
と
思
う
。

Q
　
諏
訪
大
社
春
宮
前
の
空
き

地
に
つ
い
て
は
商
工
会
議
所
と

の
懇
談
会
の
中
で
、
交
渉
中
と

あ
っ
た
が
。

A
　
進
捗
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

Q
　
屋
台
を
活
用
し
観
光
客
へ

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
販
売
が
で

き
な
い
か
。

A
　
屋
台
販
売
を
募
集
し
た
が
、

応
募
は
な
い
。

職員交流で
　　レベルアップ

職員研修を行政サービス
にどう活かすか

青木　利子青木　利子

Q
　
当
町
に
就
労
し
て
い
る
外

国
人
労
働
者
の
現
状
は
。

A
　
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
外

国
籍
の
方
は
現
在
２
６
０
人
、

内
就
労
目
的
の
方
は
語
学
教
師

等
が
７
人
、
調
理
師
等
が
３
人
、

技
能
実
習
が
32
人
、
そ
の
他
技

術
者
が
13
人
の
計
55
人
。
町
内

に
就
労
さ
れ
て
い
る
外
国
人
の

人
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

職
業
安
定
所
へ
届
け
ら
れ
た
外

国
人
労
働
者
数
は
１
８
７
７
人

で
事
業
所
数
は
３
３
８
事
業
所
。

長
野
県
全
体
で
は
外
国
人
労
働

者
を
雇
用
す
る
事
業
所
は
過
去

最
高
の
前
年
比
10
・
６
％
。

Q
　
新
た
な
外
国
人
労
働
者
受

け
入
れ
制
度
に
対
し
町
と
し
て

の
考
え
は
。

A
　
現
時
点
に
お
い
て
町
と
し

て
具
体
的
な
役
割
な
ど
を
判
断

す
る
材
料
が
揃
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
今
後
、
国
や
県
の

動
向
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ

に
対
す
る
施
策
や
助
成
制
度
の

検
討
は
。

A
　
現
時
点
に
お
い
て
は
施
策

や
助
成
制
度
の
創
設
は
予
定
し

て
い
な
い
。

 

Q
　
町
内
企
業
へ
就
労
す
る
人

材
確
保
の
為
の
施
策
は
。

A
　
人
材
の
確
保
に
向
け
て
は

諏
訪
地
域
の
合
同
就
職
説
明
会

を
定
期
的
に
開
催
し
、
就
職
希

望
者
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
場
の
創
出
や
諏
訪
地
域
の
企

業
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

Q
　
町
内
企
業
へ
就
労
を
希
望

す
る
人
材
へ
の
助
成
制
度
は
。

A
　
学
生
が
一
定
期
間
企
業
等

の
中
で
研
修
生
と
し
て
働
く
就

業
体
験
に
対
し
て
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
岡
谷
市
と
共

同
で
支
援
す
る
ウ
ェ
ル
ワ
ー
ク

諏
訪
湖
に
て
町
内
の
中
小
企
業

で
働
く
従
業
員
や
事
業
主
の

方
々
を
対
象
に
共
済
給
付
、
健

康
維
持
増
進
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
、
文
化
教
養
な
ど
の
福
利

厚
生
事
業
の
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
。

若年層の
　人材確保に重点

町内に就労する
　　人材確保の取組みは

田嶋　彰田嶋　彰

春
宮
前
の
駐
車
場
に
つ
い
て

一
般
質
問

取得したスキルを活かす場



　
基
本
的
に
は
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
を
建
築

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
僕
に
は
諏
訪

盆
地
の
原
風
景
が
あ
る
。今
と
違
っ
て「
最

上
の
美
し
い
風
景
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
建

築
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　下
諏
訪
町
議
会
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、

昨
年
暮
れ
に
、
下
諏
訪
町
出
身
で
世
界

的
建
築
家
、
伊
東
豊
雄
先
生
と
町
内

中
・
高
生
の
皆
さ
ん
21
人
と
の
交
流
会

を
開
催
し
、
将
来
の
夢
や
悩
み
な
ど
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　生
徒
の
皆
さ
ん
の
夢
や
悩
み
な
ど
の

質
問
に
、
ご
自
身
の
体
験
や
思
い
を
交

え
て
、
丁
寧
に
優
し
く
答
え
て
い
た
だ

き
、楽
し
く
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　
好
奇
心
を

持
つ
こ
と
。

そ
れ
と
人
と

の
め
ぐ
り
逢

い
が
大
切
。

先
生
で
も
友

達
で
も
。
探

し
て
見
つ
か

る
も
の
で
は

な
い
が
、
必

ず
現
れ
る
。

　
自
分
で
テ
ー
マ
な
ど
を
考
え
る
が
、
人

の
ア
イ
デ
ア
を
借
り
る
こ
と
。
ス
タ
ッ
フ

で
考
え
を
出
し
合
い
、
皆
で
考
え
る
と
ア

イ
デ
ア
が

膨
ら
む
。

そ
こ
が
面

白
い
し
刺

激
に
な
る
。

　
建
築
は

チ
ー
ム
で

す
る
仕
事
。

「
オ
レ
が

造
っ
た
」

と
思
う
人
が

多
い
と
良
い

建
築
が
で
き

る
。
子
供
の

こ
ろ
好
き
だ

っ
た
野
球
と

共
通
し
て
い

る
。
何
で
も

役
に
立
つ
。

　
先
生
に
聞
い

て
も
ら
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
で

は（
笑
）。
焦
ら

な
く
て
も
い
い
。

夢
を
捨
て
な
い

こ
と
は
大
切
。

高
校
一
年
生
な

ん
だ
か
ら
ま
だ

時
間
は
あ
る
。

も
う
少
し
広
く
考
え
て
み
た
ら
。議

会
企
画

しもすわ町議会だより15 平成 31 年 4 月 12 日

伊東豊雄先生と
　　君の夢を語ろう!!
伊東豊雄先生と
　　君の夢を語ろう!!

໐
ど
う
し
た
ら

　
　想
像
力
豊
か
な
建
築
が
で
き
る

໐
国
家
試
験
に
向
け
て
、

　
　勉
強
に
行
き
詰
っ
て
い
る

໐
仕
事
を
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

໐
想
像
力
を

　
　掻
き
立
て
ら
れ
る
と
き
は

　
好
奇
心
を

持
つ
こ
と
。

そ
れ
と
人
と

の
め
ぐ
り
逢

い
が
大
切
。

先
生
で
も
友

達
で
も
。
探

し
て
見
つ
か

る
も
の
で
は

な
い
が
、
必

ず
現
れ
る
。

で
考
え
を
出
し
合
い
、
皆
で
考
え
る
と
ア

激
に
な
る
。

す
る
仕
事
。

と
思
う
人
が

多
い
と
良
い

建
築
が
で
き

る
。
子
供
の

こ
ろ
好
き
だ

共
通
し
て
い

る
。
何
で
も

役
に
立
つ
。

な
く
て
も
い
い
。

役
に
立
つ
。

役
に
立
つ
。

しもすわ町議会だより
平成 31 年 4 月 12 日 14

Q
　
施
政
方
針
で
「
職
員
数
２

１
８
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
各
種

講
座
・
研
修
の
実
施
や
県
や
岡

谷
市
と
の
職
員
交
流
に
よ
る
人

材
育
成
を
進
め
る
」
と
し
て
い

る
。
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
繋

が
る
こ
と
か
ら
、
期
待
す
る
。

「
各
種
講
座
・
研
修
の
実
施

や
県
や
岡
谷
市
と
の
職
員
交
流

に
よ
る
人
材
育
成
」
で
職
員
の

皆
さ
ん
は
何
を
身
に
つ
け
、
ど

う
活
か
す
の
か
。

A
　
職
員
の
人
材
育
成
や
交
流

研
修
の
た
め
派
遣
。
能
力
向
上

の
た
め
現
在
の
岡
谷
市
と
の
相

互
交
流
は
平
成
12
年
度
か
ら
開

始
。
平
成
30
年
度
は
２
人
、
平

成
31
年
度
も
２
人
を
予
定
。

　
長
野
県
と
の
交
流
は
平
成
12

年
度
か
ら
行
い
、
平
成
30
年
度

は
１
人
を
相
互
派
遣
し
平
成
31

年
度
も
１
人
を
予
定
。
岡
谷
市

へ
の
交
流
職
員
の
報
告
は
「
慣

れ
な
い
環
境
の
中
で
積
極
的
に

参
加
し
、
町
と
違
う
仕
方
を
学

び
よ
り
良
い
方
法
を
持
ち
帰
り

活
か
し
た
い
」。

　
県
へ
の
派
遣
職
員
か
ら
の
感

想
は
「
６
市
町
村
や
県
下
の
自

治
体
と
の
折
衝
で
苦
労
し
た
。

町
か
ら
離
れ
て
町
を
再
発
見
で

き
た
」。
派
遣
先
の
部
署
か
ら

は
「
荒
波
に
揉
ま
れ
会
得
し
た

こ
と
を
帰
庁
後
の
行
政
に
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
」。
等
が
あ
っ
た
。
今

後
、
横
の
繋
が
り
に
活
か
さ
れ

る
と
思
う
。

Q
　
諏
訪
大
社
春
宮
前
の
空
き

地
に
つ
い
て
は
商
工
会
議
所
と

の
懇
談
会
の
中
で
、
交
渉
中
と

あ
っ
た
が
。

A
　
進
捗
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

Q
　
屋
台
を
活
用
し
観
光
客
へ

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
販
売
が
で

き
な
い
か
。

A
　
屋
台
販
売
を
募
集
し
た
が
、

応
募
は
な
い
。

職員交流で
　　レベルアップ

職員研修を行政サービス
にどう活かすか

青木　利子青木　利子

Q
　
当
町
に
就
労
し
て
い
る
外

国
人
労
働
者
の
現
状
は
。

A
　
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
外

国
籍
の
方
は
現
在
２
６
０
人
、

内
就
労
目
的
の
方
は
語
学
教
師

等
が
７
人
、
調
理
師
等
が
３
人
、

技
能
実
習
が
32
人
、
そ
の
他
技

術
者
が
13
人
の
計
55
人
。
町
内

に
就
労
さ
れ
て
い
る
外
国
人
の

人
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

職
業
安
定
所
へ
届
け
ら
れ
た
外

国
人
労
働
者
数
は
１
８
７
７
人

で
事
業
所
数
は
３
３
８
事
業
所
。

長
野
県
全
体
で
は
外
国
人
労
働

者
を
雇
用
す
る
事
業
所
は
過
去

最
高
の
前
年
比
10
・
６
％
。

Q
　
新
た
な
外
国
人
労
働
者
受

け
入
れ
制
度
に
対
し
町
と
し
て

の
考
え
は
。

A
　
現
時
点
に
お
い
て
町
と
し

て
具
体
的
な
役
割
な
ど
を
判
断

す
る
材
料
が
揃
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
今
後
、
国
や
県
の

動
向
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ

に
対
す
る
施
策
や
助
成
制
度
の

検
討
は
。

A
　
現
時
点
に
お
い
て
は
施
策

や
助
成
制
度
の
創
設
は
予
定
し

て
い
な
い
。

 

Q
　
町
内
企
業
へ
就
労
す
る
人

材
確
保
の
為
の
施
策
は
。

A
　
人
材
の
確
保
に
向
け
て
は

諏
訪
地
域
の
合
同
就
職
説
明
会

を
定
期
的
に
開
催
し
、
就
職
希

望
者
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
場
の
創
出
や
諏
訪
地
域
の
企

業
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

Q
　
町
内
企
業
へ
就
労
を
希
望

す
る
人
材
へ
の
助
成
制
度
は
。

A
　
学
生
が
一
定
期
間
企
業
等

の
中
で
研
修
生
と
し
て
働
く
就

業
体
験
に
対
し
て
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
岡
谷
市
と
共

同
で
支
援
す
る
ウ
ェ
ル
ワ
ー
ク

諏
訪
湖
に
て
町
内
の
中
小
企
業

で
働
く
従
業
員
や
事
業
主
の

方
々
を
対
象
に
共
済
給
付
、
健

康
維
持
増
進
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
、
文
化
教
養
な
ど
の
福
利

厚
生
事
業
の
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
。

若年層の
　人材確保に重点

町内に就労する
　　人材確保の取組みは

田嶋　彰田嶋　彰

春
宮
前
の
駐
車
場
に
つ
い
て

一
般
質
問

取得したスキルを活かす場



好きです しもすわ好きです しもすわ
　
下
諏
訪
を
初
め
て
訪
れ
た
際
、
風
土
と
い
う
語
を
思

い
出
し
た
。
神
戸
に
生
ま
れ
育
ち
、
東
京
で
暮
ら
し
、

震
災
後
は
福
岡
へ
移
住
し
、
そ
の
間
に
も
日
本
各
地
を

巡
っ
て
来
た
。

　
ど
こ
へ
行
こ
う
と
言
葉
は
通
じ
、
全
国
展
開
さ
れ
て

い
る
店
は
あ
り
、
流
行
り
も
共
有
さ
れ
都
市
と
地
方
と

で
は
今
や
大
き
な
隔
た
り
は
な
く
、
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
色
合
い
な
ど
特
に
な
い
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。

　
モ
ノ
や
情
報
の
多
寡
と
い
っ
た
表
層
で
捉
え
る
と
、

暮
ら
し
て
い
る
土
地
の
顔
つ
き
は
ぼ
や
け
る
。
け
れ
ど

も
人
の
暮
ら
し
よ
り
遥
か
先
か
ら
あ
っ
た
風
土
と
、
そ

こ
に
溶
け
込
ん
だ
人
の
記
憶
や
暮
ら
し
ぶ
り
と
い
う
、

必
ず
し
も
物
理
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
、
土
地
の
佇
ま
い

に
目
を
向
け
る
と
ま
た
別
の
顔
立
ち
が
見
え
て
く
る
。

　
ま
だ
下
諏
訪
で
暮
ら
し
始
め
て
３
ヶ
月
余
の
身
で
あ

れ
ば
、
そ
の
相
貌
に
つ
い
て
細
か
く
描
写
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
社
や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
か
つ
て
多
く
が
行
き
来

し
た
街
道
、
道
端
か
ら
湧
き
出
る
温
泉
に
、
土
地
の
息

遣
い
を
感
じ
る
と
、
こ
の
地
と
吹
き
渡
る
風
を
好
も
し

く
感
じ
る
の
は
確
か
だ
。

「下諏訪の風土」
尹　雄大（ホシスメバ住）
ユン ウンデ

　
子
育
て
で
は
「
頑
張
っ
た
ね
」
と
褒
め
る
の

は
良
い
が
、「
頭
が
良
い
ね
」
と
褒
め
る
こ
と

は
だ
め
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
才
能
で
は
な
く
努

力
を
褒
め
て
伸
ば
す
と
挑
戦
心
が
育
ま
れ
、
才

能
す
ら
伸
ば
せ
る
そ
う
な
。

　
さ
て
総
務
省
見
解
に
お
い
て
、
議
会
の
あ
り

方
と
し
て
、
２
通
り
の
考
え
方
を
示
し
て
い
ま

す
。
多
様
性
を
重
視
し
た
い
ろ
い
ろ
の
意
見
を

創
出
で
き
る
多
数
議
員
で
構
成
さ
れ
る
議
会
と

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
重
視
し
た
専
門
議
員
で
構
成

さ
れ
る
議
会
で
あ
り
ま
す
。
多
様
性
を
重
視
し

た
議
会
で
は
、
議
論
さ
れ
る
内
容
が
多
岐
に
わ

た
る
も
の
に
す
る
た
め
、
当
然
議
員
の
削
減
は

不
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
専
門
議
員

で
構
成
さ
れ
る
議
会
は
、
能
力
の
あ
る
少
数
の

議
員
で
十
分
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
議
員
定
数

を
議
論
す
る
と
き
必
ず
長
所
及
び
短
所
が
問
題

に
な
り
ま
す
。

　
私
は
、
議
会
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
最
大
の
役

目
で
す
し
、
政
策
提
言
も
大
き
な
仕
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
…
…
、

違
い
ま
す
。
議
員
は
住
民
の
考
え
を
代
表
し
て

町
政
に
反
映
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

も
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
員
一

人
一
人
が
ス
キ
ル
（
能
力
）
を
あ
げ
て
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
し
、
住
民
の
意
見
を
自
分
の
中

で
醸
成
し
て
政
策
提
言
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
下
諏
訪
町
に
お
い
て
今
の
委
員
会
構
成
で

は
、
現
状
の
議
員
定
数
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
議
員
も
「
頑
張
っ
た
ね
」
と
褒
め
て
欲

し
い
も
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
…
…
…
…
。

議長のつぶやき

議長  林　元夫議長  林　元夫

議長のつぶやき議長のつぶやき議長のつぶやき

議員定数を
　　削減すべきか
議員定数を
　　削減すべきか

平
成
31年（

2019）4月
12日

編
集
／
広
報
特
別
委
員
会
　
　
発
行
／
下
諏
訪
町
議
会

電
話（
0266）27－

1111　
FA
X（
0266）27－

1237
下
諏
訪
町
　
議
会
だ
よ
り
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検
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モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
も
反
映
さ
せ
、
紙
面
改

善
に
努
力
し
て
き
た
「
議
会

だ
よ
り
」も
、
今
期
最
終
号
。

頂
戴
し
た
「
読
ん
だ
よ
」
の

声
が
、
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
お
読
み
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
　
（
Ｋ
・
Ｋ
）

　
広
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委
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長
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敬
子

　
　
委
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安
夫

　
　
委
　
　
員
　
青
木
利
子

　
　
委
　
　
員
　
中
村
奎
司

　
　
委
　
　
員
　
岩
村
清
司
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11
年
前
に
匠
の
町

し
も
す
わ
あ
き
な
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆

さ
ん
と
社
中
学
校
の

生
徒
さ
ん
が
、
伏
見
屋
邸
を
使
っ
て
古
民
家

学
習
を
始
め
ま
し
た
。
改
修
後
も
「
伏
見
屋

邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
宿
泊
体
験
・
伏

見
屋
邸
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
の
学
習

を
重
ね
、
三
角
八
丁
イ
ベ
ン
ト
で
成
果
発
表

を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
卒
業
式
後
に
、
匠
の
町
・
伏
見
屋
邸

の
皆
さ
ん
達
が
集
ま
っ
て
、
卒
業
祝
い
の
餅

つ
き
を
行
い
、
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
す
。
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